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はじめに

このたびは、 RFIDシステム 形V680シ リーズをお買い上げいただき、 あ りがと う ございます。

本書では、 形V680シ リーズを使用する上で必要な機能、 性能、 使用方法などの情報について記載し ています。

形V680シ リーズのご使用に際し て、 次のこ と を守っ て く だ さい。

･形V680シ リーズは、 電気の知識を有する専門家が扱っ て く だ さい。

･使用される前に本書をよ く 読んで十分に理解の上、 正し く ご使用 く だ さい。

･本書はいつでも参照できるよ う に、 お手元に大切に保管し て く だ さい。
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オムロン商品ご購入のお客さ まへ

「当社商品」 について特別の合意がない場合には、 お客様のご購入先にかかわらず、 本ご承諾事項記載の条件

を適用いた し ます。

1.定義

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとお り です。

･ 「当社商品」 ： 「当社」 のFAシステム機器、 汎用制御機器、 センシング機器、 電子 ・ 機構部品

･ 「カ タ ログ等」 ： 「当社商品」 に関する、 ベス ト 制御機器オムロン、 電子 ・ 機構部品総合カ タ ログ、 その他の

カ タ ログ、 仕様書、 取扱説明書、 マニュアル等であっ て電磁的方法で提供される ものも含みます。

･ 「利用条件等」 ： 「カ タ ログ等」 に記載の、 「当社商品」 の利用条件、 定格、 性能、 動作環境、 取り扱い方法、

利用上の注意、 禁止事項その他

･ 「お客様用途」 ： 「当社商品」 のお客様におけるご利用方法であっ て、 お客様が製造する部品、 電子基板、 機

器、 整備またはシステム等への 「当社商品」 の組み込み、 または利用を含みます。

･ 「適合性等」 ： 「お客様用途」 での 「当社商品」 のa)適合性、 b)動作、 c)第三者の知的財産の非侵害、 d)法令の

遵守およびe)各種規格の遵守

2.記載事項のご注意

「カ タ ログ等」 の記載内容については次の点をご理解 く だ さい。

･ 定格値および性能値は、 単独試験における各条件のも と で得られた値であ り、 各定格値および性能値の複

合条件のも と で得られる値を保証する ものではあ り ません。

･ 参考データはご参考と し て提供する もので、 その範囲で常に正常に動作する こ と を保証する ものではあ り

ません。

･ 利用事例はご参考ですので、 「当社」 は 「適合性等」 について保証いた しかねます。

･ 「当社」 は、 改善や当社都合等によ り、 「当社商品」 の生産を中止し、 または 「当社商品」 の仕様を変更す

る こ とがあ り ます。

3.ご利用にあたってのご注意

ご採用およびご利用に際し ては次の点をご理解 く だ さい。

･ 定格 ・ 性能ほか｢利用条件等｣ご遵守し ご利用 く だ さい。

･ お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、 ｢当社商品｣のご利用の可否をご判断 く だ さい。 ｢当社｣は｢

適合性等｣を一切保証いた しかねます。

･ ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図し た用途に対し て、 適切に配電 ・ 設置されている こ と をお

客様ご自身で、 必ず事前に確認し て く だ さい。

･ ｢当社商品｣をご使用の再には、(i)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、冗長設計などの安

全設計、 (ii)｢当社商品｣が故障し ても、 ｢お客様用途｣の危険を最小にする安全設計、 (iii)利用者に危険を知ら

せるための、 安全対策のシステム全体と し ての構築、 (iv)｢当社商品｣および｢お客様用途｣の定期的な保守、

の各事項を実施し て く だ さい。

･ 「当社」 はDDoS攻撃 （分散型DoS攻撃）、 コ ンピ ュータウイルスその他の技術的な有害プログラム、 不正ア

クセスによ り、 「当社商品」 、 イ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ ア、 またはすべてのコ ンピ ュータ機器、 コ ン

ピ ュータ プログラム、 ネ ッ ト ワーク、 データ ベースが感染し た と し て も、 そのこ と によ り直接または間接

的に生じ た損失、 損害その他の費用について一切責任を負わないものと し ます。

お客様ご自身にて、 （ⅰ） アンチウイルス保護、 （ⅱ） データ入出力、 （ⅲ） 紛失データの復元、 （ⅳ） 「当社

商品」 またはイ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ アに対する コ ンピ ュータウイルス感染防止、 （ⅴ） 「当社商品」

に対する不正アクセス防止についての十分な措置を講じ て く だ さい。

ご承諾事項
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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･ ｢当社商品｣は、 一般工業製品向けの汎用品と し て設計製造されています。 従いま し て、 次に揚げる用途で

の使用は意図し ておらず、お客様が｢当社商品｣を これらの用途に使用される際には、｢当社｣は｢当社商品｣に

対し て一切保証をいた し ません。 ただ し、 次に揚げる用途であっ ても 「当社」 の意図し た特別な商品用途

の場合や特別の合意がある場合は除きます。

a) 高い安全性が必要と される用途 （例 ： 原子力制御設備、 燃焼設備、 航空 ・ 宇宙設備、 鉄道設備、 昇降

設備、 娯楽設備、 医用機器、 安全装置、 その他生命 ・ 身体に危険が及び う る用途）

b) 高い信頼性が必要な用途 （例 ： ガス ・ 水道 ・ 電気等の供給システム、 24 時間連続運転システム、 決済

システムほか権利 ・ 財産を取扱う 用途など）

c)厳しい条件または環境での用途 （例 ： 屋外に設置する設備、 化学的汚染を被る設備、 電磁的妨害を被る

設備、 振動 ・ 衝撃を受ける設備など）

d)｢カ タ ログ等｣に記載のない条件や環境での用途

･ 上記のa)からd)に記載されている他、 ｢本カ タ ログ等記載の商品｣は自動車 （二輪車含む。 以下同じ） 向けで

はあ り ません。 自動車に搭載する用途には利用し ないで下さ い。 自動車搭載用商品については当社営業担

当者にご相談 く だ さい。

4.保証条件

「当社商品」 の保証条件は次のとお り です。

･ 保証期間 　 ご購入後1年間といた し ます。

（ただ し、 「カ タ ログ等」 に別途記載がある場合を除きます。）

･ 保証内容 　 故障し た 「当社商品」 について、 以下のいずれかを 「当社」 の任意の判断で実施し ます。

a) 当社保守サービス拠点における故障し た 「当社商品」 の無償修理

（ただ し、 電子 ・ 機構部品については、 修理対応は行いません。）

b) 故障し た 「当社商品」 と同数の代替品の無償提供

･ 保証対象外 　 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、 保証いた し ません。

a) 「当社商品」 本来の使い方以外のご利用

b) 「利用条件等」 から外れたご利用

c) 本ご承諾事項 「ご利用にあたってのご注意」 に反するご利用

d) 「当社」 以外による改造、 修理による場合

e) 「当社」 以外の者による ソ フ ト ウ ェ アプログラムによる場合

f) 「当社」 からの出荷時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった原因

g) 上記のほか 「当社」 または 「当社商品」 以外の原因 （天災等の不可抗力を含む）

5.責任の制限

本ご承諾事項に記載の保証が、 「当社商品」 に関する保証のすべてです。

「当社商品」 に関連し て生じ た損害について、 「当社」 および 「当社商品」 の販売店は責任を負いません。

6.輸出管理

「当社商品」 または技術資料を、 輸出または非居住者に提供する場合は、 安全保障貿易管理に関する日本およ

び関係各国の法令 ・ 規制を遵守 く だ さい。 お客様が法令 ・ 規則に違反する場合には、 「当社商品」 または技術

資料をご提供できない場合があ り ます。
3
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●安全に使用し ていただ く ための表示と意味について

この取扱説明書では、 形V680-HS51/-HS52/-HS61/-HS63/-HS65/-H01-V2/-HA63A、 および形V680-

D1KP52MT/-D1KP52MT-BT01/-D1KP52MT-BT11/-D1KP53M/-D1KP54T/-D1KP66T/-D1KP66MT/-D1KP66T-

SP/-D1KP58HTNを安全にご使用いただ く ために、 注意事項を次のよ う な表示と記号で示し ています。 こ こ

で示し た注意事項は安全に関する重大な内容を記載し ています。 必ず守っ て く だ さい。

表示と記号は次のとお り です。

●図記号の意味

●警告表示

安全上のご注意

正しい取扱いを し なければ、 この危険のために、 軽傷 ・ 中程度の傷害を負った り、 万一

の場合には重症や死亡にいたる恐れがあ り ます。 また、 同様に重大な物的損害を受ける

恐れがあ り ます。

禁止

一般的な禁止を示し ます。

安全を確保する目的で直接的または間接的に人体を検出する用途に本製品は使用でき ませ

ん。

人体保護用の検出装置と し て本製品を使用し ないで く だ さい。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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製品を安全に使用するため、 以下のこ と を守って く だ さい。

1. 引火性、 爆発性、 腐食性ガスの環境では使用し ないで く だ さい。

2. 分解、 修理、 改造を し ないで く だ さい。

3. 取り付けねじは確実に締めて く だ さい。

4. ケースの隙間から水や針金を入れないで く だ さい。 火災や感電の原因と な り ます。

5. 中継アンプ、 アンテナを着脱する際は、 コ ン ト ローラの電源を切っ てから行なっ て く だ さい。

6. 設定の変更を行 う際は、 コ ン ト ローラの電源を切っ てから行って く だ さい。

SW設定後は確実に保護カバーを取付けて く だ さい。

7. 万一、 製品に異常を感じ た時には、 すぐに使用を中止し、 電源を切った上で、 当社支店 ・ 営業所までご

相談 く だ さい。

8. 本製品を廃棄する際は、 産業廃棄物と し て処理し て く だ さい。

9. その他、 本文内の警告、 注意、 お願い事項を守ってご使用 く だ さい。

10. 発熱量の高い機器(ヒータ、 ト ラ ンス、 大容量の抵抗)の近 く に取付ける こ とは避けて く だ さい。

11. ケーブルにはロ ッ ク機構があ り ますので、 必ずロ ッ ク し ている こ と を確認し てから ご使用 く だ さい。

12. アンテナ形V680-H01-V2の裏ブ タは空けないで く だ さい。

13. 電波の医療機器への影響に関し て注意し て く だ さい。

(社)日本自動認識システム協会のガイ ド ラ イ ンを下記に示し ます。

本製品は電波を使用し たRFID機器のアンテナです。 そのため使用する用途 ・ 場所によ っ ては、 医療機
器に影響を与える恐れがあ り ます。

この影響を少な く する為に、 運用に際し て以下のこ と を厳守される こ と をお願いし ます。

植え込み型心臓ペース メ ーカー等装着者のRFID機器に対する対応策を以下のとお り とする。

①RFID機器のアンテナ部を植え込み型心臓ペース メーカー等の装着部位から22cm以内に近づけないこ と。

14. 稀に火傷する恐れがあ り ますので、 高温での使用直後は触らないで く だ さい。

15. RFタグ形V680-D1KP58HTNをご使用の場合、 製品が外れないよ う、 スナ ッ プピンは確実に取り付けて く

だ さい。

安全上の要点
5
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製品の動作不良、 誤動作、 または性能 ・ 機器への悪影響を防ぐため、 以下のこ と を守っ て く だ さい。

1. 設置場所について
次のよ う な場所では使用し ないで く だ さい。

･直射日光のあたる場所

･腐食性ガス、 塵埃、 金属紛、 塩分がある場所

･使用周囲温度が仕様で定められている範囲を超える場所

･温度が急激に変化する場所 （結露する場所）

･使用周囲湿度が仕様で定められている範囲を超える場所

･仕様で定められる以上の振動や衝撃が本体に直接伝わる場所

･水 ・ 油 ・ 化学薬品の飛沫がある場所

･水蒸気が充満し ている場所

2. 取付けについて
･本製品は13.56MHzの周波数帯を使用し てRF タグ と交信を行っ ています。 ト ラ ンシーバ、 モータ、 イ

ンバータ、 スイ ッ チング電源などの中にはRFタグとの交信に影響を与える電波(ノ イズ)を発生する も

のがあ り ます。 これらの機器が周囲にある こ と でRF タグとの交信に影響を与えた り、 RF タグの破壊

等の原因になる場合があ り ます。これらの機器の近 く で本製品をご使用になる場合には事前に影響を

確認の上、 ご使用いただ く よ う にお願いいた し ます。

･一般的な ノ イズの影響を最小限とするため、 以下の事項を守ってご使用 く だ さい。

(1)周辺に配置された金属体はD種接地 （第三種接地） し て く だ さい。

(2)配線は高圧、 強電流との接近を避けて く だ さい。

･防水タ イプでない製品については、 ミ ス ト 雰囲気中を避けて く だ さい。

･製品の材質に影響のある薬品は避けて く だ さい。

･取付け時は以下のねじ締め ト ルク以下で確実に取付けて く だ さい。

また、 ネジロ ッ ク剤等の有機溶剤はネジ締め部には塗装し ないで く だ さい。 ケースに割れが発生する

可能性があ り ます。

形V680-HS51 : 6N･m

形V680-HS52 : 40N･m

形V680-HS61 : 0.98N･m

形V680-HS63 : 1.2N･m

形V680-HS65 : 1.2N･m

形V680-H01-V2 : 1.2N･m (付属の取付け金具を使用し て く だ さい。 )

形V680-D1KP52M-BT01 : 24.5N･m

形V680-D1KP52M-BT11 : 11N･m

形V680-D1KP66T/-D1KP66MT : 0.5N･m

形V680-D1KP66T-SP : 1.2N･m

･使用環境によ り ケース表面が く も る場合があ り ますが基本性能に影響はあ り ません。

･取り付け場所の周囲部材の影響によ り交信距離が低下する場合があ り ます。

･アンテナコネク タ を30N以上の力で引っ張ら ないで く だ さい。

アンテナコネク タが破損する恐れがあ り ます。

･複数のアンテナを隣接設置される場合、 相互干渉によ り交信性能が低下する恐れがあ り ますので、 本

マニュアル第4章 「アンテナの取付け」 を参照し、 アンテナ間の相互干渉がないこ と を確認し て設置

く だ さい。

･形V680-H01-V2 を米国、 カナダでご使用される場合は、 付属のフ ェ ラ イ ト コ ア を コ ン ト ローラ (形

V680-CA5D01-V□)のDC電源ケーブルに取付けて く だ さい。

･表裏を間違っ て金属に取付ける と交信できません。

形V680-D1KP66MT

･金属に取付けない場合、 交信距離が低下し ます。

形V680-D1KP66MT

使用上の注意
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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･アンテナの交信面と RF タグの交信面が平行になった と きに交信距離が最大と な り ます。 RF タグが傾

けて取り付けられた場合は交信距離が低下し ます。 RF タ グの取り付けにおいては、 RF タ グの傾きの

影響を考慮し て取り付けて く だ さい。

･複数のRF タ グを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 取り付け間隔を確保し て く だ さ

い。

･アンテナとRFタグの中心軸がずれる と交信距離が低下し ます。

3. 保管について
次のよ う な場所では保管し ないで く だ さい。

･直射日光のあたる場所

･腐食性ガス、 塵埃、 金属紛、 塩分がある場所

･保存周囲温度が仕様で定められている範囲を超える場所

･温度が急激に変化する場所 （結露する場所）

･保存周囲湿度が仕様で定められている範囲を超える場所

･仕様で定められる以上の振動や衝撃が本体に直接伝わる場所

･水 ・ 油 ・ 化学薬品の飛沫がある場所

･水蒸気が充満し ている場所

4. 清掃について
シンナー、 ベンゼン、 アセ ト ン、 灯油は、 樹脂部材やケース塗装に悪影響を及ぼす場合があ り ます。

第5章 「耐薬品性」 を参照し、 影響のある薬品は使用し ないで く だ さい。

5. アンプ とRFタグの組合わせについて
形V680-D1KP52MT/-D1KP52MT-BT01/-D1KP52MT-BT11/-D1KP53M/-D1KP54T/-D1KP66T/

-D1KP66MT/-D1KP66T-SP/-D1KP58HTNは、 アンプ形V680-HA63A との組合せでのみ使用し て く だ さ

い。

形V680-HA63Bは使用し ないで く だ さい。

6. 高温での使用について (形V680-D1KP58HTN)
･EEPROMの特性上、 125℃を超える高温環境下でRF タグを使用する場合、 RF タグにデータ を書き込

んでから、 使用累積時間10時間を超える と RF タグの内部データ消える恐れがあ り ます。 使用累積時

間が10時間を越える前に必ず、 データ保持時間を リ セ ッ ト し て く だ さい。

･使用周囲温度85℃以上での高温環境下では、 アンテナと RF タ グ間での交信不良が発生する恐れがあ

り ます。 アンテナ と RF タグ間の交信は使用周囲温度85℃以上での高温環境下では行わないで く だ さ

い。

･EEPROMの特性上、 125℃を超える高温環境下でRFタ グを使用する とUID(RFタグ固有の識別番号)が消

える恐れがあ り ます。 125℃を超える高温環境下ではUID を使用する コ マン ド は使用し ないで く だ さ

い。

・ IDリー ド コ マン ド(コ マン ド コー ド ： ID)は使用し ないで く だ さい。

・ UID付加設定(コ マン ド コー ド ： US)は行わないで く だ さい。

・ 交信指定機能(FIFO ・ ト リ ガ、 FIFO ・ リ ピー ト 、 マルチ ・ ト リ ガ、 マルチ ・ リ ピー ト 、 セレ ク テ ィ

ブ)は使用できません。

高温での使用についての詳細は、 第2章 「仕様と性能」 の 「RFタグ」 の 「高温での使用について(形V680-D1KP58HTN)」

を参照し て く だ さい。

p.43
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はじめに
記号の意味

操作をする上で守っていただきたいこ とや、 使い方のア ド バイスなど、 その機能について特に大切なポイ ン ト がま とめられて

います。

関連内容を記載し ているページ番号を示し ています。
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第1章
商品概要
特長

RFID システム形V680は、 電磁誘導方式を採用し た非接触データ通信で分散制御、 多品種少量生産システム、

さ まざまなシステムを強力にサポー ト し ます。

■ 非接触データ通信
形Ｖ680シ リーズは、 電磁誘導を採用。 アンテナとRFタグは、 非接触の双方向データ通信が可能です。

■ メ モ リはEEPROM
RF タ グのメ モ リ には、 EEPROM(不揮発性メ モ リ ) を採用。 電池レスですから、 電池寿命を心配する必

要があ り ません。

■ 伝送エラー検知に、 CRCを採用
IDコ ン ト ローラ～アンテナ間のワイヤー伝送、 およびアンテナ～RFタグ間の空間伝送のエラー検知手

段と し て、 16 ビ ッ ト のCRC （Cyclic Redundancy Check)を双方向に付加し ています。 ノ イズなどが発生

する場所でも、 すぐれた交信の信頼性を保てます。

■ メ モ リ容量は1000バイ ト
RFタグのメ モ リは1000バイ ト 。現場で必要な識別データのほか、形式、検査情報など も入力できます。

■ 常温使用なら、 データ書換え10万回
メ モ リEEPROMのデータ書換え回数は、 +25℃までの温度で使用し た場合、 各ブロ ッ ク(8バイ ト )単位で

10万回を保証し ます。

■ 優れた耐環境性と高信頼性
アンテナおよびRFタグは、 振動や油、 水に影響を受けない優れた耐環境性を実現し ま し た。
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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商品概要
商品体系

IDシステム形V680は、 IDコ ン ト ローラ、 アンプ、 アンテナ、 およびRFタグから構成されます。

アプ リ ケーシ ョ ンに合わせて機種の選択を し て く だ さい。

■ アンプ分離型アンテナ使用時

形V680-D1KP52MT、形V680-D1KP53Mを金属に埋込んで使用する場合、アンテナ形V680-HS51/-HS52/-HS61を使用して く

ださい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

形V680-D1KP52MT/-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11/-D1KP53M/-D1KP54T/-D1KP66T/-D1KP66MT/-D1KP66T-SP/-

D1KP58HTNは、 アンプ形V680-HA63Aとの組合せでのみ使用し て く だ さい。

形V680-HA63Bは使用し ないで く だ さい。
13
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■ アンプ内蔵型アンテナ形V680-H01-V2使用時
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第2章
仕様と性能
アンプ分離型アンテナ

形V680-HS51

■ 一般仕様

■ 外形寸法

形V680-HS51

項目 形式 形V680-HS51

使用周囲温度 -10℃～+60℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -25℃～+75℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH(結露なき こ と)

絶縁抵抗 ケーブル端子一括とケース間で20MΩ以上(DC500Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V(50/60Hz) 1分間 ケーブル端子一括とケース間に印加

保護構造 IP67(IEC60529規格)

社内規格_耐油(旧JEM規格IP67g相当) (アンテナ部)

※コネク タ部は、 防水仕様ではあ り ません。

耐振動性 10Hz～2000Hz、 複振幅1.5mm、 加速度150m/s2の可変振動を上下、 左右、 前後の3方向に1掃引15分間

で10回掃引加え異常なき こ と

耐衝撃性 1000m/s2の衝撃を6方向に各3回 計18回加え異常なき こ と

形状 M12×35mm

材質 ABS/黄銅/エポキシ樹脂充填

質量 約55g

ケーブル長 標準2m

ケース材質 黄銅

交信面 ABS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

ケーブル PVC(黒)

(単位 ： mm)
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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仕様と性能
形V680-HS52

■ 一般仕様

■ 外形寸法

形V680-HS52-W

項目 形式 形V680-HS52-W

(標準ケーブル 　 防水コネク タ)

形V680-HS52-R

(屈曲ケーブル 　 非防水コネク タ)

使用周囲温度 -10℃～+60℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -25℃～+75℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH(結露なき こ と)

絶縁抵抗 ケーブル端子一括とケース間で20MΩ以上(DC500Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V(50/60Hz) 1分間 ケーブル端子一括とケース間に印加

保護構造 IP67(IEC60529規格)

社内規格_耐油(旧JEM規格IP67g相当) (アンテナ部)

※コネク タ部は、 IP67/IP65(IEC60529規格)

IP67(IEC60529規格)

社内規格_耐油(旧JEM規格IP67g相当) (アンテナ部)

※コネク タ部は防水仕様ではあ り ません

耐振動性 10Hz～500Hz、 複振幅1.5mm、 加速度100m/s2の可変振動を上下、 左右、 前後の3方向に1掃引8分間で

10回掃引加え異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2の衝撃を6方向に各3回 計18回加え異常なき こ と

形状 M22×65mm

材質 ABS/黄銅/エポキシ樹脂充填

質量 約850g(ケーブル長12.5m時)

ケーブル長 標準2m、 12.5m

ケース材質 黄銅

交信面 ABS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

ケーブル PVC(グレー )

(単位 ： mm)
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形V680-HS52-R

ケース材質 黄銅

交信面 ABS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

ケーブル PVC(黒)

(単位 ： mm)
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仕様と性能
形V680-HS61

■ 一般仕様

■ 外形寸法

形V680-HS61

項目 形式 形V680-HS61

(標準ケーブル 　 非防水コネク タ)

使用周囲温度 -10℃～+60℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -25℃～+75℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH(結露なき こ と)

絶縁抵抗 ケーブル端子一括とケース間で20MΩ以上(DC500Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V(50/60Hz) 1分間 ケーブル端子一括とケース間に印加

保護構造 IP67(IEC60529規格)

社内規格_耐油(旧JEM規格IP67g相当) (アンテナ部)

※コネク タ部は防水仕様ではあ り ません

耐振動性 10Hz～500Hz、 複振幅1.5mm、 加速度100m/s2の可変振動を上下、 左右、 前後の3方向に1掃引11分間で

10回掃引加え異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2の衝撃を6方向に各3回 計18回加え異常なき こ と

形状 18×30.5×10mm

材質 ABS/エポキシ樹脂充填

質量 約68g

ケーブル長 標準2m

ケース材質 ABS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

ケーブル PVC(黒)
19
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仕様と性能
形V680-HS63

■ 一般仕様

■ 外形寸法

形V680-HS63-W

項目 形式 形V680-HS63-W

(標準ケーブル 　 防水コネク タ)

形V680-HS63-R

(屈曲ケーブル 　 非防水コネク タ)

使用周囲温度 -10℃～+60℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -25℃～+75℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH(結露なき こ と)

絶縁抵抗 ケーブル端子一括とケース間で20MΩ以上(DC500Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V(50/60Hz) 1分間 ケーブル端子一括とケース間に印加

保護構造 IP67(IEC60529規格)

社内規格_耐油(旧JEM規格IP67g相当) (アンテナ部)

※コネク タ部は、 IP67/IP65(IEC60529規格)

IP67(IEC60529規格)

社内規格_耐油(旧JEM規格IP67g相当) (アンテナ部)

※コネク タ部は防水仕様ではあ り ません

耐振動性 10Hz～500Hz、 複振幅1.5mm、 加速度100m/s2の可変振動を上下、 左右、 前後の3方向に1掃引11分間で

10回掃引加え異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2の衝撃を6方向に各3回 計18回加え異常なき こ と

形状 40×53×23mm

材質 ABS/エポキシ樹脂充填

質量 約850g(ケーブル長12.5m時)

ケーブル長 標準2m、 12.5m

ケース材質 ABS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

ケーブル PVC(グレー )
RFID システム
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形V680-HS63-R

ケース材質 ABS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

ケーブル PVC(黒)
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形V680-HS65

■ 一般仕様

■ 外形寸法

形V680-HS65-W

項目 形式 形V680-HS65-W

(標準ケーブル 　 防水コネク タ)

形V680-HS65-R

(屈曲ケーブル 　 非防水コネク タ)

使用周囲温度 -25℃～+70℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -40℃～+85℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH(結露なき こ と)

絶縁抵抗 ケーブル端子一括とケース間で20MΩ以上(DC500Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V(50/60Hz) 1分間 ケーブル端子一括とケース間に印加

保護構造 IP67(IEC60529規格)

社内規格_耐油(旧JEM規格IP67g相当) (アンテナ部)

※コネク タ部は、 IP67/IP65(IEC60529規格)

IP67(IEC60529規格)

社内規格_耐油(旧JEM規格IP67g相当) (アンテナ部)

※コネク タ部は防水仕様ではあ り ません

耐振動性 10Hz～500Hz、 複振幅1.5mm、 加速度100m/s2の可変振動を上下、 左右、 前後の3方向に1掃引11分間で

10回掃引加え異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2の衝撃を6方向に各3回 計18回加え異常なき こ と

形状 100×100×30mm

材質 ABS/エポキシ樹脂充填

質量 約1100g(ケーブル長12.5m時)

ケーブル長 標準2m、 12.5m

ケース材質 ABS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

ケーブル PVC(グレー )
RFID システム
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形V680-HS65-R

ケース材質 ABS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

ケーブル PVC(黒)
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アンプ内蔵型アンテナ

形V680-H01-V2

■ 一般仕様

■ 交信仕様

項目 形式 形V680-H01-V2

使用周囲温度 -10℃～+55℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -35℃～+65℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～85%RH(結露なき こ と)

絶縁抵抗 ケーブル端子一括と後部プレー ト 間で20MΩ以上(DC100Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V(50/60Hz) ケーブル端子一括と後部プレー ト 間に印加

保護構造 IP63(IEC60529規格) 取付け方向 ： 交信面を上側

耐振動性 10Hz～150Hz、 片振幅0.35mm、 加速度50m/s2の可変振動を上下、 左右、 前後の3方向に1掃引8分間で

10回掃引加え異常なき こ と

耐衝撃性 150m/s2の衝撃を6方向に各3回 計18回加え異常なき こ と

ケーブル長 0.5m(コ ン ト ローラへの接続は中継ケーブルをご使用 く だ さい。 最大ケーブル長30.5m)

LED表示 RUN, COMM, NORM, ERR, CNT-TYPE, TAG-TYPE, Error Code, Level

質量 約900g

項目 形式 形V680-H01-V2

通信方式 電磁誘導方式

動作周波数 13.56MHz±7KHz

変調方式 ASK
RFID システム
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■ 外形寸法

ケース材質 PC/ASA樹脂

裏板 アル ミ ニウム

ケーブル PVC
25
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■ 動作表示LED

距離レベルは、 周囲環境の影響によ り大き く 変化し ます。 設置位置の目安と し ていただき、 実際の設置環境において

RUNモー ド でのテス ト も十分に実施し て く だ さい。

また、 距離レベル6の数値を示さ ない場合があ り ますが、 RUNモー ド における性能に影響はな く 、 異常ではあ り ません。

形V680-H01と形V680-H01-V2の違いについて

形V680-H01-V2は、 以下の表のとお り、 表示機能を追加し ています。

形V680-CA1D/-CA2Dをお使いの場合は、 アンテナのSW1-1設定をONにし て く だ さい。 (形V680-D1KP58HTをお使いの

場合のみ、 設定可能)

名称 色 意味

RUN 緑 電源投入時に点灯し ます。

COMM 黄 コ マン ド送信時に点灯し ます。

NORM 緑 通常交信モー ド でRFタグとの交信正常時に点灯し ます。

ERR 赤 通常交信モー ド でRFタグとの交信異常時に点灯し ます。

CNT-TYPE 黄
形V680-CA1D/-CA2Dコ ン ト ローラ接続モー ド で点灯し ます。

(SW1-1設定 ： ON)

TAG-TYPE 黄 形V680-D□KF□□タグモー ド で点灯し ます。 (SW1-2設定 ： ON)

LV6/7D 黄
メ ンテナンスモー ド ： 距離/速度レベル6で点灯し ます。

通常交信モー ド ： ラ イ ト プロテ ク ト エラー時に点灯し ます。

LV5/7A 黄
メ ンテナンスモー ド ： 距離/速度レベル5以上で点灯し ます。

通常交信モー ド ： ア ド レスエラー時に点灯し ます。

LV4/76 黄
メ ンテナンスモー ド ： 距離/速度レベル4以上で点灯し ます。

通常交信モー ド ： タグ メ モ リ エラー時に点灯し ます。

LV3/72 黄
メ ンテナンスモー ド ： 距離/速度レベル3以上で点灯し ます。

通常交信モー ド ： RFタグ不在エラー時に点灯し ます。

LV2/71 黄
メ ンテナンスモー ド ： 距離/速度レベル2以上で点灯し ます。

通常交信モー ド ： ベ リ フ ァ イエラー時に点灯し ます。

LV1/70 黄
メ ンテナンスモー ド ： 距離/速度レベル1以上で点灯し ます。

通常交信モー ド ： RFタグ交信エラー時に点灯し ます。

表示機能
形V680-H01-V2 形V680-H01

SW1-1 ： OFF SW1-1 ： OＮ SWな し

RUN(POWER/COMM) ○ ○ ○

COMM(POWER/COMM) ○ ○ ○

NORM ○ × ×

ERR ○ × ×

CNT-TYPE ○ ○ ×

TAG-TYPE - - -

LV6/7D ○ × ×

LV5/7A ○ × ×

LV4/76 ○ × ×

LV3/72 ○ × ×

LV2/71 ○ × ×

LV1/70 ○ × ×
RFID システム
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■ 設定スイ ッ チ

アンテナ形V680-H01-V2のSW1-1設定と コ ン ト ローラの設定は以下のとお り と し て く だ さい。

形V680-CA1D/-CA2Dをお使いの場合はSW1-1=ON、 それ以外の場合はSW1-1=OFFと し て く だ さい。

形V680-H01と形V680-H01-V2の違いについて

形V680-H01-V2は、 以下の表のとお り、 メ ンテナンス機能を追加し ています。

形V680-CA1D/-CA2Dをお使いの場合は、 アンテナのSW1-1設定をONにし て く だ さい。(形V680-D1KP58HTNをお使いの

場合のみ、 設定可能)

設定 機能 初期設定

SW1-1

コ ン ト ローラ選択

OFF ： 形V680-CA5D01-V□/形CS1W-V680C11/形CJ1W-V680C11

ON ： 形V680-CA1D/-CA2D 　 *1

OFF

SW1-2

タグ選択

OFF ： 形V680-D1KP□□(EEPROMタ イ プのRFタグ)

ON ： 形V680-D□KF□□(FRAMタ イ プのRFタグ)

OFF

SW1-3 システム予約(必ずOFFにし て く だ さい) ---

SW1-4 システム予約(必ずOFFにし て く だ さい) ---

*1 ： RFタグ(形V680-D1KP58HT)をお使いの場合のみ、 形V680-CA1D/-CA2Dと接続可能です。

その他のRFタグをお使いの場合は、 必ずSW1-1をOFFに設定し て く だ さい。

アンテナ設定 コ ン ト ローラ設定

形V680-H01-V2
V680-CA5D01-V□ 形CS1W-V680C11

形CJ1W-V680C11

形V680-CA1D/-CA2D

SW1-1 ： OFF SW4-8 ： OFF DM20000+100×m+3=0000 ×

SW1-1 ： ON SW4-8 ： ON 　 *1 DM20000+100×m+3=0001 　 *1 ○ 　 *1

× ： ご使用できません 　 ○ ： コ ン ト ローラの設定不要

*1 ： コ ン ト ローラ設定の交信速度高速モー ドは、 ご使用できません。

メ ンテナンス機能
形V680-H01-V2 形V680-H01

SW1-1 ： OFF SW1-1 ： OＮ SWな し

交信テス ト ○ ○ ○

ノ イズレベル測定 ○ × ×

距離レベル測定 ○ × ×

速度レベル測定 ○ × ×

交信成功率測定 ○ × ×

※ SW設定後は確実に保護カバーを取付けて く だ さい。
27
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ケーブル(形V680-H01-V2専用)

■ 仕様

■ 外形寸法

項目 形式 形V700-A40-W

芯数 10本

絶縁抵抗 端子と被覆間5MΩ以上(DC500Vメ ガにて)

耐電圧 AC500V 1min

項目 形式 形V700-A40-W 2M 形V700-A40-W 5M 形V700-A40-W 10M 形V700-A40-W 20M 形V700-A40-W 30M

長さ 約2m 約5m 約10m 約20m 約30m

質量 約150g 約360g 約700g 約1350g 約2000g

L1 2000 5000 10000 20000 30000

ケーブル PVC
RFID システム
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形V680-HA63A

■ 一般仕様

■ 外形寸法

項目 形式 形V680-HA63A

使用周囲温度 -10℃～+55℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -25℃～+65℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～85%RH(結露なき こ と)

絶縁抵抗 20MΩ以上(DC500Vメ ガにて) 　 ケーブル端子一括とケース間に印加

耐電圧 AC1000V (50/60Hz) 1分間 ケーブル端子一括と ケース間に印加

保護構造 IP67/IP65(IEC60529規格)※コ ン ト ローラ側コネク タ を除 く

(形V680-HS52-W/形V680-HS63-W/形V680-HS65-W

接続時)

IP40(IEC60529規格)

(形V680-HS51/形V680-HS52-R/形V680-HS61/

形V680-HS63-R/形V680-HS65-R接続時)

耐振動性 10Hz～500Hz、 複振幅1.5mm、 加速度100m/s2の可変振動を上下、 左右、 前後の3方向に1掃引11分間で

10回掃引加え異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2の衝撃を6方向に各3回 計18回加え異常なき こ と

形状 25×40×65mm(突起部を除 く )

材質 PC

質量 約650g(ケーブル長10m時)

ケーブル長 標準5m、 10m

※最大総ケーブル延長距離は50m(アンプ本体ケーブル含む)です。 延長ケーブルの接続は、 2本まで と し て く だ さい。

ケース材質 PC樹脂

ケーブル PVC

(単位 ： mm)
29
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■ アンテナ接続ポー ト
形V680シ リーズのアンテナを接続し ます。

■ コ ン ト ローラ接続コネク タ
コ ン ト ローラのアンテナ接続ポー ト に接続し ます。

■ 動作表示灯

距離レベルは、 周囲環境の影響によ り大き く 変化し ます。 設置位置の目安と し ていただき、 実際の設置環境において

RUNモー ド でのテス ト も十分に実施し て く だ さい。

また、 距離レベル4以上の数値を示さ ない場合があ り ますが、 RUNモー ド における性能に影響はな く 、 異常ではあ り ま

せん。

名称 色 意味

RUN 緑 電源投入時に点灯し ます。

COMM 黄 コマン ド送信時に点灯し ます。

NORM 緑 通常交信モー ド でRFタグとの交信正常時に点灯し ます。

ERR 赤 通常交信モー ド でRFタグとの交信異常時に点灯し ます。

LV6/7D 黄
メ ンテナンスモー ド ： 距離/速度レベル6で点灯し ます。

通常交信モー ド ： ラ イ ト プロテ ク ト エラー時に点灯し ます。

LV5/7A 黄
メ ンテナンスモー ド ： 距離/速度レベル5以上で点灯し ます。

通常交信モー ド ： ア ド レスエラー時に点灯し ます。

LV4/76 黄
メ ンテナンスモー ド ： 距離/速度レベル4以上で点灯し ます。

通常交信モー ド ： タグ メ モ リ エラー時に点灯し ます。

LV3/72 黄
メ ンテナンスモー ド ： 距離/速度レベル3以上で点灯し ます。

通常交信モー ド ： RFタグ不在エラー時に点灯し ます。

LV2/71 黄
メ ンテナンスモー ド ： 距離/速度レベル2以上で点灯し ます。

通常交信モー ド ： ベリ フ ァ イエラー時に点灯し ます。

LV1/70 黄
メ ンテナンスモー ド ： 距離/速度レベル1以上で点灯し ます。

通常交信モー ド ： RFタグ交信エラー時に点灯し ます。
RFID システム
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ケーブル(形680-HA63専用)

■ 仕様

■ 外形寸法

項目 形式 形V700-A43/形V700-A44

芯数 10本

絶縁抵抗 端子-被覆間 5MΩ以上(DC500Vメ ガにて)

耐電圧 AC500V 1min

項目 形式 形V700-A43 形V700-A44

長さ(L1) 約10m 約20m

質量 約700g 約1350g

ケーブル PVC
31
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RFタグ

仕様 ・ 外形寸法

■ 形V680-D1KP52MT

一般仕様

外形寸法

形V680-D1KP52MTを金属に埋込んで使用する場合、 アンテナ形V680-HS51/-HS52/-HS61を使用し て く だ さい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

ID リー ド コ マン ド を使用する場合、 ID コー ドはRF タグのメ モ リ に書き込まれていますので、 温度によるデータ保持の

影響を受けます。 RFタグを高温で使用する場合はご注意 く だ さい。

項目 形式 形V680-D1KP52MT

メ モ リ容量 1000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 EEPROM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下) 0.5年(～125℃) 　 125℃を超える高温でのデータ保持は累積10時間*1

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

使用周囲温度(交信時) -25℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度(データ保持) -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH

保護構造 IP68(IEC60529規格) 

社内規格 耐油(旧JEM規格IP67g相当)

耐振動性 10～2000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

形状 φ8×5mm

材質 ケース ： PPS樹脂 　 充填樹脂 ： エポキシ樹脂

質量 約0.5g

金属対応 あ り

*1 高温での保存後はデータ変更の必要がな く ても、 再度データ を ラ イ ト し て く だ さい。

高温とは125℃を超え、 180℃までの温度を指し ます。

ケース材質 PPS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

(単位 ： mm)
RFID システム
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 RFタグの耐熱性

･高温環境下での保存や温度サイ クルは内部部品の性能に影響を与えるため、 寿命を有し ます。

･評価では以下の試験条件で試験後に寿命に達する ものを、 LTPD 10%で判定し ています。

LTPD(lot tolerance percent defective : ロ ッ ト 許容不良率)

信頼性適合試験でなるべ く 不合格と し たいロ ッ ト の故障率の下限。

熱サイ クル -10℃/+150℃ 各30分 1000サイ クル ： 不良数 0/22個

-10℃/+180℃ 各30分 200サイ クル ： 不良数 0/22個

高温保存 +150℃ 1000時間 ： 不良数 0/22個

+180℃ 200時間 ： 不良数 0/22個
33
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■ 形V680-D1KP52M-BT01

一般仕様

外形寸法

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

ID リー ド コ マン ド を使用する場合、 ID コー ドはRF タグのメ モ リ に書き込まれていますので、 温度によるデータ保持の

影響を受けます。 RFタグを高温で使用する場合はご注意 く だ さい。

項目 形式 形V680-D1KP52M-BT01

メ モ リ容量 1000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 EEPEEPROM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下) 0.5年(～125℃)

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

使用周囲温度(交信時) -25℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度(データ保持) -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH

保護構造 IP68(IEC60529規格) 

社内規格 耐油(旧JEM規格IP67g相当)

耐振動性 10～2000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

形状 6角頭部 ： 17HEX × 9.5mm 、 ねじ部 ： M10×10mm

材質 ボル ト ： SUS303 　 ケース(RFタグ) ： PPS樹脂 　 充填樹脂(RFタグ) ： エポキシ樹脂

質量 約25g

金属対応 あ り

ボル ト 材質 SUS303

ケース材質 PPS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

(単位 ： mm)
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■ 形V680-D1KP52M-BT11

一般仕様

外形寸法

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

ID リー ド コ マン ド を使用する場合、 ID コー ドはRF タグのメ モ リ に書き込まれていますので、 温度によるデータ保持の

影響を受けます。 RFタグを高温で使用する場合はご注意 く だ さい。

項目 形式 形V680-D1KP52M-BT11

メ モ リ容量 1000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 EEPROM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下) 0.5年(～125℃)

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

使用周囲温度(交信時) -25℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度(データ保持) -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH

保護構造 IP68(IEC60529規格) 

社内規格 耐油(旧JEM規格IP67g相当)

耐振動性 10～2000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

形状 6角頭部 ： 13HEX × 7mm 、 ねじ部 ： M8×10mm

材質 ボル ト ： SUS303 　 ケース(RFタグ) ： PPS樹脂 　 充填樹脂(RFタグ) ： エポキシ樹脂

質量 約10g

金属対応 あ り

ボル ト 材質 SUS303

ケース材質 PPS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

(単位 ： mm)
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■ 形V680-D1KP53M

外形寸法

形V680-D1KP53Mを金属に埋込んで使用する場合、 アンテナ形V680-HS51/-HS52/-HS61を使用し て く だ さい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

項目 形式 形V680-D1KP53M

メ モ リ容量 1,000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 EEPROM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下) 　 0.5年(～125℃)

メ モ リ寿命 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

使用周囲温度(交信時) -25℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度(データ保持) -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH

保護構造 IP68(IEC60529規格)

社内規格 耐油(旧JEM規格IP67g相当)

耐振動性 10Hz～2000Hz、 複振幅1.5mm、 加速度150m/s2の可変動を

X、 Y、 Z各方向に1掃引15分間で10回加え異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2の衝撃をX、 Y、 Z各方向に3回 計18回加え異常なき こ と

形状 φ10×4.5mm (DIN698373準拠)

材質 ケース ： PPS樹脂 　 充填樹脂 ： エポキシ樹脂

質量 約1.0g

金属対応 あ り

ケース材質 PPS樹脂

充填樹脂 エポキシ樹脂

φ10

6-R0.8 (単位 ： mm)

C0.5

4.5
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■ 形V680-D1KP54T

一般仕様

外形寸法

形V680-D1KP54T

コ イ ン型RFタグには方向性はあ り ませんので、 どち ら向きに取り付けていただいてもかまいません。

ID リー ド コ マン ド を使用する場合、 ID コー ドはRF タグのメ モ リ に書き込まれていますので、 温度によるデータ保持の

影響を受けます。 RFタグを高温で使用する場合はご注意 く だ さい。

項目 形式 形V680-D1KP54T

メ モ リ容量 1000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 EEPROM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下) 0.5年(～125℃) 　 125℃を超える高温でのデータ保持は累積10時間*1

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

使用周囲温度(交信時) -25℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度(データ保持) -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH

保護構造 IP67(IEC60529規格) 

社内規格 耐油(旧JEM規格IP67g相当)

耐振動性 10～2000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

形状 φ20×2.7mm

材質 PPS樹脂

質量 約2g

金属対応 な し

*1 高温での保存後はデータ変更の必要がな く ても、 再度データ を ラ イ ト し て く だ さい。

高温とは125℃を超え、 180℃までの温度を指し ます。

OMRON

ケース材質 PPS樹脂

(単位 ： mm)
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形V700-A80(ア タ ッ チ メ ン ト )

 RFタグの耐熱性

･高温環境下での保存や温度サイ クルは内部部品の性能に影響を与えるため、 寿命を有し ます。

･評価では以下の試験条件で試験後に寿命に達する ものを、 LTPD 10%で判定し ています。

LTPD(lot tolerance percent defective : ロ ッ ト 許容不良率)

信頼性適合試験でなるべ く 不合格と し たいロ ッ ト の故障率の下限。

熱サイ クル -10℃/+150℃ 各30分 1000サイ クル ： 不良数 0/22個

-10℃/+180℃ 各30分 200サイ クル ： 不良数 0/22個

高温保存 +150℃ 1000時間 ： 不良数 0/22個

+180℃ 200時間 ： 不良数 0/22個

材質 PPS樹脂

(単位 ： mm)
RFID システム
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■ 形V680-D1KP66T/-D1KP66MT

一般仕様

形V680-D1KP66MTは金属直取付け専用です。 形V680-D1KP66T/-D1KP66MTの表示は下図のよ う にな

り ます。

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

ID リー ド コ マン ド を使用する場合、 ID コー ドはRF タグのメ モ リ に書き込まれていますので、 温度によるデータ保持の

影響を受けます。 RFタグを高温で使用する場合はご注意 く だ さい。

項目 形式 形V680-D1KP66T 形V680-D1KP66MT

メ モ リ容量 1000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 EEPROM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下) 0.5年(～125℃) 　 125℃を超える高温でのデータ保持は累積10時間*1

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

使用周囲温度(交信時) -25℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度(データ保持) -40℃～+125℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH

保護構造 IP68(IEC60529規格) 

社内規格 耐油(旧JEM規格IP67g相当)

耐振動性 10～2000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

形状 34×34×3.5mm

材質 成形 ： PPS樹脂

質量 約6g 約7.5g

金属対応 な し あ り

*1 高温での保存後はデータ変更の必要がな く ても、 再度データ を ラ イ ト し て く だ さい。

高温とは125℃を超え、 180℃までの温度を指し ます。
39
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外形寸法

形V680-D1KP66T/-D1KP66MT

形V600-A86(ア タ ッ チ メ ン ト )

 RFタグの耐熱性

･高温環境下での保存や温度サイ クルは内部部品の性能に影響を与えるため、 寿命を有し ます。

･評価では以下の試験条件で試験後に寿命に達する ものを、 LTPD 10%で判定し ています。

LTPD(lot tolerance percent defective : ロ ッ ト 許容不良率)

信頼性適合試験でなるべ く 不合格と し たいロ ッ ト の故障率の下限。

熱サイ クル -10℃/+150℃ 各30分 1000サイ クル ： 不良数 0/22個

-10℃/+180℃ 各30分 200サイ クル ： 不良数 0/22個

高温保存 +150℃ 1000時間 ： 不良数 0/22個

+180℃ 200時間 ： 不良数 0/22個

ケース材質 PPS樹脂

ケース材質 PPS樹脂
RFID システム
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■ 形V680-D1KP66T-SP

一般仕様

外形寸法

マーキング面が交信面と な り ますので、 取付け時は、 マーキング面をアンテナ側に向けて取付けて く だ さい。

項目 仕様

メ モ リ容量 1,000バイ ト

メ モ リ種類 EEPROM

データ保持時間 10年(85℃以下)

メ モ リ寿命 10万回(25℃) (各ブロ ッ ク毎)

使用周囲温度 交信時 ： -25～+70℃(氷結なき こ と)

非交信時 ： -40～+110℃(氷結なき こ と)

使用周囲湿度 35～95%RH(結露なき こ と)

保存周囲温度 -40～+110℃(氷結なき こ と)

保存周囲湿度 35～95%RH(結露なき こ と)

耐振動 10～2,000Hz、 複振幅1.5mm、 加速度150m/s2、 3方向15分間10掃引

耐衝撃 500m/s2 上下、 前後、 左右 各方向各3回 計18回

形状 95×36.5×6.5mm(突起物を除 く )

保護構造 IP67

材質 外装樹脂 ： フ ッ素樹脂(PFA)

RFタグ本体 ： PPS樹脂

重量 約20g

取付方法 M5ねじ2点止め

金属対応 な し

(単位 ： mm)

ケース材質 PFA樹脂
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■ 形V680-D1KP58HTN

一般仕様

外形寸法

形V680-D1KP58HTN

形V680-A80(ア タ ッ チ メ ン ト )

この製品は、 形V680-D1KP58HTNを固定するための専用ア タ ッ チ メ ン ト です。

対象形式 ： 形V680-D1KP58HTN

項目 形式 形V680-D1KP58HTN

メ モ リ容量 1,000バイ ト (ユーザエ リ ア)

メ モ リ種類 EEPROM

データ保持時間 データ書込み後10年(85℃以下) 0.5年(～125℃) 　 125℃を超える高温でのデータ保持は累積10時間

データ書換え回数 各ブロ ッ ク毎10万回(25℃)

使用周囲温度(交信時) -25℃～+85℃(氷結なき こ と)

保存周囲温度 -40℃～+250℃(氷結なき こ と)

(データ保持 ： -40℃～+125℃)

保存周囲湿度 制限な し

保護構造 IP67(IEC60529規格) 、 社内規格_耐油(旧JEM規格IP67g相当)

耐振動性 10～2000Hz 複振幅1.5mm 加速度150m/s2

XYZ各方向 　 各15分 　 10掃引印加し、 異常なき こ と

耐衝撃性 500m/s2 の衝撃をXYZ各方向 　 各3回 　 計18回加え異常なき こ と

材質 PPS樹脂

質量 約70g

(単位 ： mm)

ケース材質 PPS樹脂

(単位 ： mm)
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高温での使用について(形V680-D1KP58HTN)

■ データ保持時間
･EEPROMの特性上、 125℃を超える高温環境下でRF タグを使用する場合、 RF タグにデータ を書き込

んでから、 使用累積時間10時間を超える と RF タグの内部データ消える恐れがあ り ます。 使用累積時

間が10時間を越える前に必ず、 データ保持時間を リ セ ッ ト し て く だ さい。

･使用周囲温度85℃以上での高温環境下では、 アンテナとRFタグ間での交信不良が発生する恐れがあ り

ます。 アンテナとRF タグ間の交信は使用周囲温度85℃以上での高温環境下では行わないで く だ さい。

･EEPROMの特性上、 125℃を超える高温環境下でRFタグを使用する とUID(RFタグ固有の識別番号)が消

える恐れがあ り ます。125℃を超える高温環境下ではUIDを使用する コ マン ドは使用し ないで く だ さい。

･IDリー ド コ マン ド(コ マン ド コー ド ： ID)は使用し ないで く だ さい。

･UID付加設定(コ マン ド コー ド ： US)は行わないで く だ さい。

･交信指定機能(FIFO ・ ト リ ガ、 FIFO ・ リ ピー ト 、 マルチ ・ ト リ ガ、 マルチ ・ リ ピー ト 、 セレ ク テ ィ ブ)

は使用できません。

使用累積時間について

RFタグが高温環境下に置かれていた時間の合計時間を指し ます。

 データ保持時間のリ セ ッ ト 手順

使用累積時間が10時間を越える前に必ず、 下記の手順でデータ保持時間を リ セ ッ ト し て く だ さい。

<RFタグ メ モ リのア ド レス0010Hex番地から0015Hex番地を使用し ている場合>

① RFタグの0010Hex番地から0015Hex番地のデータ を読出し ます。

② 読み出し たデータ をRF タグの0010Hex番地から 0015Hex番地に

書き込みます。

データ保持時間はデータ を書き込んだRFタグ メ モ リのみリ セ ッ ト されます。

データ保持時間を リ セ ッ ト する場合は、 使用し ているRFタグ メ モ リすべてに同一データ を書き込んで く だ さい。

コ マン ド ： RDSTH100100006*[CR]

レスポンス ： RD0010001122334455*[CR]

コ マン ド ： WTSTH10010001122334455*[CR]

レスポンス ： WT0010*[CR]
43
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■ 耐熱性
高温環境下での保存や温度サイ クルは内部部品の性能に影響を与えるため、 寿命を有し ます。

RFタグを以下の高温環境下に置き、 社内評価を行い問題なき こ と を確認し てお り ます。

1) 常温/200℃ 　 各30分を1サイ クルと し て 　 2,000サイ クル

2) 250℃ 　 500時間

■ IDコ ン ト ローラの設定
RFタグ形V680-D1KP58HTNをご利用いただ く お客様が、旧IDコ ン ト ローラ形V680-CA1D/-CA2Dと現行

機種のIDコ ン ト ローラ を併用される場合は、 現行機種のIDコ ン ト ローラの 「タグ メ モ リ設定」 をCA1D

モー ド に設定し てお使い く だ さい。

RFタグ 形V680-D1KP58HTのみ使用 形V680-D1KP58HTと

形V680-D1KP58HTNを併用

形V680-D1KP58HTNのみ使用

IDコ ン ト ローラ

形V680-CA1D/-CA2Dのみ

使用

設定変更な し 設定変更な し 設定変更な し

形V680-CA1D/-CA2Dと

現行機のIDコ ン ト ローラ を

併用

設定変更な し 現行機種のIDコ ン ト ローラ を

CA1Dモー ド に変更

現行機種のIDコ ン ト ローラ を

CA1Dモー ド に変更

現行機種のIDコ ン ト ローラ

のみ使用

設定変更な し 設定変更な し 設定変更な し

※現行機種のIDコ ン ト ローラ

形V680-CA5D01-V2/-CA5D02-V2

形V680-CH1D/-CHUD/-CH1D-PSI

形CS1W-V680C11/-V680C12

形CJ1W-V680C11/-V680C12
RFID システム
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メ モ リ マ ッ プ

RFタグには、 メ モ リ と し てEEPROMが使用されています。

ユーザが使用可能な容量と し ては、 ラ イ ト プロテ ク ト エ リ ア設定領域0000H～0003Hを含めて、 1000バ

イ ト です。

メ モ リへのア クセスはブロ ッ ク毎に行われます。

1ブロ ッ クは8バイ ト (8ア ド レス分)です。

V680シ リーズのRFタグ－アンテナ間の交信は、 ブロ ッ ク単位(8バイ ト 単位)です。

書込みエラーが発生し た場合、 ブロ ッ ク単位でデータが誤る可能性があ り ます
45
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ラ イ ト プロテ ク ト 機能
ラ イ ト プロテ ク ト 機能は、 RFタグに保存された製品形式や機種などの、 大切なデータ を不用意な書き

込みによ り、 消失し ないよ う に設けられた保護機能です。

大切なデータ を書込んだ後は、 以下の方法でラ イ ト プロテ ク ト を設定できます。

ラ イ ト プロテ ク ト 機能設定は、 コ ン ト ローラ(形V680-CA5D□□-V□)のSW4-7(ラ イ ト プロテ ク ト 機能有無設定)、 IDセ

ンサユニ ッ ト (形C□1W-V680C□□)のデータ メ モ リ(DM)の(m+2)CH(ラ イ ト プロテ ク ト 有無設定)で切り替えられます。

詳細は、 「V680シ リーズ ユーザーズマニュアル(カ タ ログ番号 ： SCHI-708)」 を参照し て く だ さい。

■ ラ イ ト プロテ ク ト 設定方法
RFタグのア ド レス0000H～0003Hまでの4バイ ト に設定し ます。

ラ イ ト プロテ ク ト を行うか行わないかは、 ア ド レス0000H番地の最上位ビ ッ ト で指定し ます。

 ラ イ ト プロテ ク ト 実行ビ ッ ト (ア ド レス0000H番地の最上位ビ ッ ト )

1 ： ラ イ ト プロテ ク ト する(有)

0 ： ラ イ ト プロテ ク ト し ない(無)

設定可能エ リ ア

開始ア ド レス ： 0000H～7FFFH

終了ア ド レス ： 0000H～FFFFH

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0000H 有/無 開始ア ド レスの上位2桁(00H～7FH)

0001H 開始ア ド レスの下位2桁(00H～FFH)

0002H 終了ア ド レスの上位2桁(00H～FFH)

0003H 終了ア ド レスの下位2桁(00H～FFH)
RFID システム
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■ ラ イ ト プロテ ク ト 設定例
･ア ド レス0008H番地から03E7H番地までを ラ イ ト プロテ ク ト する場合

･ラ イ ト プロテ ク ト し ない場合

ラ イ ト プロテ ク ト 機能は、コ ン ト ローラ(形V680-CA5D□□-V□)、IDセンサユニ ッ ト (形C□1W-V680C□□)の機能です。

他社製リーダラ イ タ ではラ イ ト プロテ ク ト 機能は有効にな り ません。

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0000H
1 0 0 0 0 0 0 0

8 0

0001H
0 0 0 0 1 0 0 0

0 8

0002H
0 0 0 0 0 0 1 1

0 3

0003H
1 1 1 0 0 1 1 1

E 7

ア ド レス ビ ッ ト 7 6 5 4 3 2 1 0

0000H
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0001H
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0002H
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0

0003H
0 0 0 0 0 0 0 0

0 0
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交信時間(参考) 64
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第3章
交信仕様
交信距離

形V680-D1KP52MT

■ 交信距離仕様(保証値)

形V680-D1KP52MTを金属に埋込んで使用する場合、 アンテナ形V680-HS51/-HS52/-HS61を使用し て く だ さい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

測定条件

アンプ アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HA63A

形V680-HS51 形V680-D1KP52MT
リー ド 0.5～6.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～6.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS51
形V680-D1KP52MT

(金属埋込み ： 鉄)

リー ド 0.5～3.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～3.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS52 形V680-D1KP52MT
リー ド 0～9.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～8.5mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS52
形V680-D1KP52MT

(金属埋込み ： 鉄)

リー ド 0～4.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～4.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61 形V680-D1KP52MT
リー ド 0～9.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～8.5mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61
形V680-D1KP52MT

(金属埋込み ： 鉄)

リー ド 0.5～4.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～3.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63 形V680-D1KP52MT
リー ド 0～12.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～9.5mm(軸ずれ±2mm)
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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■ 交信領域図(参考)
交信領域については参考値です。 交信距離仕様値については、 p.50を参照 く だ さい。

RFタグ、 周辺温度の影響、 周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、 設置の際には十分に確

認し て く だ さい。
51
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交信仕様
形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11

■ 交信距離仕様(保証値)

測定条件

■ 交信領域図(参考)
交信領域については参考値です。 交信距離仕様値については、 p.52を参照 く だ さい。

RFタグ、 周辺温度の影響、 周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、 設置の際には十分に確

認し て く だ さい。

アンプ アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HA63A

形V680-HS51 形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11
リー ド 0.5～2.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～2.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS52 形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11
リー ド 0.5～3.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～2.5mm(軸ずれ±2mm)
RFID システム
ユーザーズマニュアル
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交信仕様
形V680-D1KP53M

■ 交信距離仕様(保証値)

形V680-D1KP53Mを金属に埋込んで使用する場合、 アンテナ形V680-HS51/-HS52/-HS61を使用し て く だ さい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

測定条件

アンプ アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HA63A

形V680-HS51

形V680-D1KP53M
リー ド 0.5～6.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～6.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-D1KP53M

(金属埋込み ： 鉄)

リー ド 0.5～3.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0.5～3.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS52

形V680-D1KP53M
リー ド 0～9.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～8.5mm(軸ずれ±2mm)

形V680-D1KP53M

(金属埋込み ： 鉄)

リー ド 0～4.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～4.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61

形V680-D1KP53M
リー ド 0～9.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～8.5mm(軸ずれ±2mm)

形V680-D1KP53M

(金属埋込み ： 鉄)

リー ド 0～4.5mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～4.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS51

形V680-D1KP53M

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)

金属

形V680-HS52

形V680-D1KP53M

非金属
(例 ： 樹脂、 プ ラスチ ッ ク、 木材など)

非金属

形V680-HS51

形V680-D1KP53M

金属

形V680-HS52

形V680-D1KP53M

非金属

金属

金属
53
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交信仕様
■ 交信領域図(参考)
交信領域については参考値です。 交信距離仕様値については、 p.53を参照 く だ さい。

RFタグ、 周辺温度の影響、 周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、 設置の際には十分に確

認し て く だ さい。
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形V680-D1KP54T

■ 交信距離仕様(保証値)

測定条件

アンプ アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HA63A

形V680-HS52 形V680-D1KP54T
リー ド 0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～15.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61 形V680-D1KP54T
リー ド 0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～15.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63 形V680-D1KP54T
リー ド 0～24.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～20.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65 形V680-D1KP54T
リー ド 0～33.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～28.0mm(軸ずれ±10mm)
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第3章
交信仕様
■ 交信領域図(参考)
交信領域については参考値です。 交信距離仕様値については、 p.55を参照 く だ さい。

RFタグ、 周辺温度の影響、 周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、 設置の際には十分に確

認し て く だ さい。
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 3

 章
交

信
距

離
第3章
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形V680-D1KP66T

■ 交信距離仕様(保証値)

測定条件

アンプ アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HA63A

形V680-HS52 形V680-D1KP66T
リー ド 0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61 形V680-D1KP66T
リー ド 0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～17.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63 形V680-D1KP66T
リー ド 0～30.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65 形V680-D1KP66T
リー ド 0～47.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～42.0mm(軸ずれ±10)mm

--- 形V680-H01-V2 形V680-D1KP66T
リー ド 0～100.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～100.0mm(軸ずれ±10)mm
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第3章
交信仕様
■ 交信領域図(参考)
交信領域については参考値です。 交信距離仕様値については、 p.57を参照 く だ さい。

RFタグ、 周辺温度の影響、 周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、 設置の際には十分に確

認し て く だ さい。
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形V680-D1KP66MT

■ 交信距離仕様(保証値)

測定条件

アンプ アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HA63A

形V680-HS52
形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 0～16.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～14.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS61
形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 0～16.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～14.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63
形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～20.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65
形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)

リー ド 0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～20.0mm(軸ずれ±10)mm
59
RFID システム

ユーザーズマニュ アル



60

第
 3

 章
交

信
距

離

第3章
交信仕様
■ 交信領域図(参考)
交信領域については参考値です。 交信距離仕様値については、 p.59を参照 く だ さい。

RFタグ、 周辺温度の影響、 周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、 設置の際には十分に確

認し て く だ さい。
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形V680-D1KP66T-SP

■ 交信距離仕様(保証値)

測定条件

アンプ アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-HA63A

形V680-HS52 形V680-D1KP66T-SP
リー ド 0～15.0mm(軸ずれ±2mm)

ラ イ ト 0～15.0mm(軸ずれ±2mm)

形V680-HS63 形V680-D1KP66T-SP
リー ド 0～25.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～20.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HS65 形V680-D1KP66T-SP
リー ド 0～42.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～37.0mm(軸ずれ±10)mm
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交信仕様
■ 交信領域図(参考)
交信領域については参考値です。 交信距離仕様値については、 p.61を参照 く だ さい。

RFタグ、 周辺温度の影響、 周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、 設置の際には十分に確

認し て く だ さい。
RFID システム
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交信仕様
形V680-D1KP58HTN

■ 交信距離仕様(保証値)

測定条件

■ 交信領域図(参考)
交信領域については参考値です。 交信距離仕様値については、 上表を参照 く だ さい。

RFタグ、 周辺温度の影響、 周囲金属、 ノ イズ環境などによ り変化し ますので、 設置の際には十分に確

認し て く だ さい。

アンプ アンテナ RFタグ 交信距離

形V680-H01-V2 形V680-D1KP58HTN
リー ド 0～150.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～150.0mm(軸ずれ±10mm)

形V680-HA63A 形V680-HS65 形V680-D1KP58HTN
リー ド 0～55.0mm(軸ずれ±10mm)

ラ イ ト 0～50.0mm(軸ずれ±10mm)
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第3章
交信仕様
交信時間(参考)

交信時間(参考)

■ 交信時間
形V680-HA63A ： 形V680-HS□□ ： 形V680-H01-V2 ： 形V680-D1KP□□

※交信オプシ ョ ンがマルチ、 FIFOのコ マン ドの場合、 交信速度高速モー ド設定であっ ても、 標準モー ド

の交信時間と な り ます。

※アンテナ形V680-H01-V2のSW1-1がONの場合、 高速モー ドは、 ご使用できません。

交信速度設定 コ マン ド 交信時間

N ： 処理バイ ト 数

標準モー ド リー ド T = 1.3N + 31

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 2.1N + 58

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 1.8N + 56

高速モー ド ※ リー ド T = 1.0N + 29

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イあ り) T = 1.8N + 51

ラ イ ト (ベ リ フ ァ イな し) T = 1.5N + 47
RFID システム
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第3章
交信仕様
RFタグの移動速度の計算
移動中のRFタグと交信する場合は、 オー ト コ マン ド またはポー リ ングコ マン ド を指定し ます。

そのと きのRFタグの最大移動可能速度は、 下式で簡易的に計算可能です。

Dはご使用になるアンテナ とRFタグ間の交信領域図または、 実測よ り算出し ます。

<計算例>

形V680-D1KP66T & 形V680-HA63A & 形V680-HS63の組合わせで、 交信速度標準モードで256バイ ト リードの場合

上図よ り、

交信領域内移動距離(D)は、 Y(交信距離)=20mmにおいて50mm

交信時間は、 T = 1.3N+31＝1.3×256+31＝363.8 (msec)

よ って、 この場合RFタグの移動速度は下のよ う にな り ます。

注1. リー ド/ラ イ ト 距離、 軸ずれによ って交信領域内移動距離が変化し ます。

「交信距離」 の交信領域図を参照し て く だ さい。

2. このRFタグの移動速度は目安値です。 採用にあたっ ては、 事前に実機テス ト を行って く だ さい。

3. 上位機器との通信およびRFタグとの交信のエラー処理は考慮し ていません。

最大移動速度＝
D (交信領域内移動距離)

T (交信時間)

 = 
交信領域内移動距離

交信時間

50 (mm)

363.8(msec)

 = 　 8.24 m/min
65
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第4章
取付け
アンテナの取付け

形V680-HS51
付属のナ ッ ト 、 歯付座金を使用し てはさみ込むよ う に取付けて く だ さい。

取付け時のねじ締め ト ルクは6N ・ m以下で確実に固定し て く だ さい。

形V680-HS52
付属のナ ッ ト 、 歯付座金を使用し てはさみ込むよ う に取付けて く だ さい。

金属に取付けた場合、 非金属に取付けた場合と比べて交信距離が約10%程度低下し ます。

アンテナの周囲金属の影響は 「アンテナの周囲金属の影響(参考)」 を参照し て く だ さい。

p.73

取付け時のねじ締め ト ルクは40N ・ m以下で確実に固定し て く だ さい。
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取付け
形V680-HS61

形V680-HS63

■ 表面取付け

■ 裏面取付け
付属のナ ッ ト をA部に挿入し て取付けて く だ さい。

取付け時のねじ締め ト ルクは1.2N ・ m以下で確実に固定し て く だ さい。

12+0.2 18

18.05
30.5

4.45

28+0.2 40

2-M4

27
53

28+0.2

A

2-   4.5

27
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第4章
取付け
形V680-HS65

取付け時のねじ締め ト ルクは0.7～1.2N ・ mで確実に固定し て く だ さい。

■ 取り付け金具寸法(付属) 形V680-HS65にのみ付属

アンテナの取付けは、 M4ねじおよびスプ リ ングワ ッ

シ ャ (4ヵ所)にてねじ止めし て く だ さい。

取付け方法やRFタグ との接近方向に制約はあ り ません

が、 ベル ト コ ンベアなどの移動装置の真近に取付ける

場合は、 衝突に対し て特に配慮し て く だ さい。

注. アンテナの設置時は、 アンテナの背面に付属の取り

付け金具を取り付けて く だ さい。 ただ し、 アンテナ

の取り付け治具が金属板で、 その形状がアンテナの

外形寸法(100×100mm)よ り大きい場合には、 付属の

取り付け金具は必要あ り ません。
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形V680-H01-V2
必ず添付の金具を挿入し た後、 図のよ う にスプ リ ングワ ッ シャ と平ワ ッ シャ をご使用の上、 M4ねじ

4個にて取り付けて く だ さい。

取付け時のねじ締め ト ルクは1.2N ・ m以下で確実に固定し て く だ さい。
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■ 中継ケーブルとの脱着方法

取付け方法

取外し方法

接続リ ングを緩める際は、 必ずアンテナコネク タの切欠き部分をスパナで固定し てから緩めて く だ さい。

アンテナコネク タ を固定し ないで接続リ ングを緩める と、 中継ケーブルが破損し た り断線し た りする恐れがあ り ます。

接続リ ングを緩めないと コネク タは引抜けません。

接続リ ングを十分に緩めないでケーブルを引 く と断線や破損の原因と な り ますので確実に接続リ ングを緩めてから コ

ネク タ を引抜いて く だ さい。

1. 中継ケーブル側 コ ネ ク タ のキー と ア ン テ

ナ コ ネ ク タ のキー溝を合わせて奥ま で挿

入し ます。

2. ア ン テナ コ ネ ク タ の切欠き部分を スパナで固定

し、 接続リ ングを時計方向に回し、 固定し ます。

1. ア ン テナ コ ネ ク タ の切欠き部分を スパナ

で固定し、 接続リ ングを反時計方向に回し

て緩めます。

2. 接続リ ングが十分緩んでいる こ と を確認し、 コネ

ク タ をま っすぐに引抜いて く だ さい。
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アンテナの周囲金属の影響(参考)

■ 形V680-HS51
金属への埋込み、 取付けの際は交信面よ り周囲金属が出ないよ う に し て く だ さい。

■ 形V680-HS52
金属への埋込み、 取付けの際は交信面よ り周囲金属が出ないよ う に し て く だ さい。

■ 形V680-HS61
アンテナは表面取付けの他に、 衝突防止のため、 金属へ埋込むこ とができます。

この場合、 周囲金属との距離は誤動作を防止するため、 60mm以上離し て く だ さい。 周囲金属と アンテ

ナ間が60mm以下の場合、 リー ド/ラ イ ト 距離が大幅に低下し ます。

また、 高さ方向が本体の高さ を超えないよ う にし て く だ さい。

ケーブルの曲げ半径は18mm以上確保し て く だ さい。 アンテナの周辺に、 交信面まで金属がある場合は非金属に

取付けた場合と比べて交信距離が約50%低下し ます。

ケーブルの曲げ半径は22mm以上確保し て く だ さい。 アンテナの周辺に、 交信面まで金属がある場合は非金属に

取付けた場合と比べて交信距離が約50%低下し ます。

注1. ケーブルの曲げ半径は18mm以上確保し て

く だ さい。

2. 周囲金属と アンテナ間の距離が60mm以下

の場合、 交信距離が大幅に低下し ます。
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■ 形V680-HS63
アンテナは表面取付けの他に、 衝突防止のため、 金属体へ埋込むこ とができます。

この場合、 金属体との距離は誤動作を防止するため、 30mm以上離し て く だ さい。 周囲金属体と アンテ

ナ間が30mm以下の場合、 リー ド/ラ イ ト 距離が大幅に低下し ます。

また、 高さ方向が本体の高さ を超えないよ う にし て く だ さい。

■ 形V680-HS65
アンテナは表面取付けの他に、 衝突防止のため、 金属へ埋込むこ とができます。

この場合、 金属体との距離は誤動作を防止するため、 100mm以上離し て く だ さい。 周囲金属と アンテ

ナ間が100mm以下の場合、 リー ド/ラ イ ト 距離が大幅に低下し ます。

また、 高さが本体の高さ を超えないよ う にし て く だ さい。

■ 形V680-H01-V2
アンテナ(背面)を金属物に取付けた場合、 交信距離は非金属部に取付けた場合に比べて10%程度低下し

ます。 取付けの際には、 考慮し て く だ さい。

注1. ケーブルの曲げ半径は22mm以上確保し て

く だ さい。

2. 周囲金属と アンテナ間の距離が30mm以下

の場合、 交信距離が大幅に低下し ます。

注1. ケーブルの曲げ半径は22mm以上確保し て

く だ さい。

2. 周囲金属と アンテナ間の距離が100mm以

下の場合、 交信距離が大幅に低下し ます。
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アンテナ間の相互干渉(参考)
複数のアンテナを使用する場合、 相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれいかに示す取付け間隔

を確保し て く だ さい。

■ 形V680-HS51

■ 形V680-HS52

■ 形V680-HS61

■ 形V680-HS63

・ 対向設置する場合 ・ 並行設置する場合

・ 対向設置する場合 ・ 並行設置する場合

・ 対向設置する場合 ・ 並行設置する場合

・ 対向設置する場合 ・ 並行設置する場合
75
RFID システム

ユーザーズマニュ アル



76

第
 4

 章
ア

ン
テ

ナ
の

取
付

け

第4章
取付け
■ 形V680-HS65

■ 形V680-H01-V2
複数のリー ド ラ イ ト アンテナを近接し て設置する場合には、 アンテナの交信領域が重なら ないよ う に

配置し て く だ さい。

アンテナの交信領域に関し ては、 第3章 「交信仕様」 の 「交信領域図(参考)」 を参照し て く だ さい。

目安と し て、 2台のアンテナを並列および対向し て設置する場合は必要な間隔を示し ます。

それぞれ以下に示す取付け間隔を確保し て く だ さい。

・ 対向設置する場合 ・ 並行設置する場合

・ 対向設置する場合 ・ 並行設置する場合
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アンプの取付け

形V680-HA63A

■ DINレール取付け

注1. DINレールの高さ を考慮し て く だ さい。

2. ご使用の際は10mm以上の間隔(スペーサ2個分以上)を置き し っかり と固定し て く だ さい。

①DINレールに取付ける場合、 まずA部をかけ、 B方向に

押すと装着されます。

②DIN レールから取外す場合は、 取付けフ ッ ク を手前に

引いて く だ さい。
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アンプのケーブル曲げ条件

アンプとアンテナ間のコネク タの着脱方法

■ 取付け方法

■ 取外し方法

コネク タ部を回し てロ ッ ク を解除し ないと コネク タは引抜けません。

ロ ッ ク を解除せずにケーブルを引 く と断線や破損の原因と な り ますので確実にロ ッ ク を解除し てから コ ネ ク タ部を

持って引抜いて く だ さい。

アンテナコネク タ を30N以上の力で引っ張らないで く だ さい。

アンテナコネク タが破損する恐れがあ り ます。

1. ア ン テナ側コ ネ ク タ 部を持っ てア ン プ側

コ ネ ク タ にキー溝を合わせて挿入 し て く

だ さい。

2. コ ネ ク タ を時計方向に回 し て ロ ッ ク し て く だ さ

い。

1. コネク タ を反時計方向に回し、 ロ ッ ク を解

除し て く だ さい。

2. ア ン テナ側コ ネ ク タ を ま っ す ぐ に引抜いて く だ

さい。

ケーブルの曲げ半径は35mm以上確保し て く だ さい。
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 4

 章
R

F
タ

グ
の

取
付

け
第4章

取付け
RFタグの取付け

形V680-D1KP52MT

■ 取付け方法
RFタグの取付けは、 右図の加工寸法で取付けて く だ さい。

取付けにあたっ ては、 接着する材料に合わせた接着剤を選定

し、 用法 ・ 容量を守っ て、 必ず固定で き る こ と を ご確認後、

お使い く だ さい。

RFタグの材質はPPS樹脂ですので、 金属や硬質プ ラスチ ッ ク

への接着にはエポキシ樹脂系の接着剤を推奨し ています。

推奨 ： ご使用される周囲温度別に、 下表の接着剤を推奨し ま

す。

形V680-D1KP52MTを金属に埋込んで使用する場合、 アンテナ形V680-HS51/-HS52を使用し て く だ さい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

■ 周囲金属の材質による違い
周囲/背面金属の材質によ っても交信距離が変わり ますのでご注意 く だ さい。

■ RFタグの相互干渉(参考)
複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取付け間隔を

確保し て く だ さい。

使用周囲温度 製品名 メ ーカ

-40～+70℃

2液性エポキシ接着剤

TB2001(本剤)/TB2105C(硬化剤)
(株)ス リーボン ド

1液湿気効果型弾性接着剤

TB1530
(株)ス リーボン ド

-40～+150℃

1液性エポキシ接着剤

TB2285
(株)ス リーボン ド

2液性エポキシ接着剤

TB2087
(株)ス リーボン ド

鉄 SUS 黄銅 アル ミ ニウム

形V680-D1KP52MT 100% 85～90% 80～85% 80～85%

注.周囲/背面金属が鉄の場合を100%と し ています。
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■ 傾きの影響(参考)
アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取付けても交信できますが、傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り ます。

形V680-D1KP52MTの傾きによる交信距離の変化率

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS51 & 形V680-D1KP52MT
0% -1% -5% -10% -15%

形V680-HS51 & 形V680-D1KP52MT

(金属埋込み ： 鉄)
0% 0% 0% -4% -28%

形V680-HS52 & 形V680-D1KP52MT
0% 0% 0% -2% -6%

形V680-HS52 & 形V680-D1KP52MT

(金属埋込み ： 鉄)
0% -6% -13% -25% -

形V680-HS63 & 形V680-D1KP52MT
0% -2% -5% -9% -14%

- ： アンテナとRFタグが接触するため、 測定不可

●形V680-HS51 & 形V680-D1KP52MT ●形V680-HS51 & 形V680-D1KP52MT

(金属埋込み ： 鉄)

●形V680-HS52 & 形V680-D1KP52MT ●形V680-HS52 & 形V680-D1KP52MT

(金属埋込み ： 鉄)

●形V680-HS63 & 形V680-D1KP52MT
RFID システム
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形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11

■ 取付け方法

1. RFタグを時計方向に回し て、 取付け穴に取付けて く だ さい。

形V680-D1KP52M-BT01はM10、形V680-D1KP52M-BT11はM8の取付け穴

に取付けて く だ さい。

2. ボル ト 部を締め付けて固定し て く だ さい。

ボル ト 部の締付けは以下の締付け ト ルクで締付けて く だ さい。

形V680-D1KP52M-BT01 ： 24.5N ・ m

形V680-D1KP52M-BT11 ： 11N ・ m

■ RFタグの相互干渉(参考)
複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取付け間隔を

確保し て く だ さい。
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■ 傾きの影響(参考)
アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り ま

す。

形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11の傾きによる交信距離の変化率

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS51 

& 形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11
0% -18% -36% - -

形V680-HS52

& 形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11
0% -34% -50% - -

- ： アンテナとRFタグが接触するため、 測定不可

●形V680-HS51 

& 形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11

●形V680-HS52 & 

形V680-D1KP52M-BT01-D1KP52M-BT11
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形V680-D1KP53M

■ 取付け方法
RFタグの取付けは、 右図の加工寸法で取付けて く だ さい。

取付けにあたっ ては、 接着する材料に合わせた接着剤を選定

し、 用法 ・ 容量を守っ て、 必ず固定で き る こ と を ご確認後、

お使い く だ さい。

RFタグの材質はPPS樹脂ですので、 金属や硬質プ ラスチ ッ ク

への接着にはエポキシ樹脂系の接着剤を推奨し ています。

推奨 ： ご使用される周囲温度別に、 下表の接着剤を推奨し ま

す。

形V680-D1KP53Mを金属に埋込んで使用する場合、 アンテナ形V680-HS51/-HS52を使用し て く だ さい。

アンテナ形V680-HS63と組み合わせて使用する と交信できません。

■ 周囲金属の材質による違い
周囲/背面金属の材質によ っても交信距離が変わり ますのでご注意 く だ さい。

■ RFタグの相互干渉(参考)
複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取付け間隔を

確保し て く だ さい。

使用周囲温度 製品名 メ ーカ

-40～+70℃

2液性エポキシ接着剤

TB2001(本剤)/TB2105C(硬化剤)
(株)ス リーボン ド

1液湿気効果型弾性接着剤

TB1530
(株)ス リーボン ド

-40～+150℃

1液性エポキシ接着剤

TB2285
(株)ス リーボン ド

2液性エポキシ接着剤

TB2087
(株)ス リーボン ド

鉄 SUS 黄銅 アル ミ ニウム

形V680-D1KP53M 100% 90～95% 90～95% 90～95%

注.周囲/背面金属が鉄の場合を100%と し ています。

25mm以上 25mm以上
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■ 傾きの影響(参考)
アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り ま

す。

形V680-D1KP53Mの傾きによる交信距離の変化率

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS51 & 形V680-D1KP53M
0% -1% -5% -10% -15%

形V680-HS51 & 形V680-D1KP53M

(金属埋込み ： 鉄)
0% 0% 0% -4% -28%

形V680-HS52 & 形V680-D1KP53M
0% 0% 0% -2% -6%

形V680-HS52 & 形V680-D1KP53M

(金属埋込み ： 鉄)
0% -6% -13% -25% -

- ： アンテナとRFタグが接触するため、 測定不可

●形V680-HS51 & 形V680-D1KP53M ●形V680-HS51 & 形V680-D1KP53M

(金属埋込み ： 鉄)

●形V680-HS52 & 形V680-D1KP53M ●形V680-HS52 & 形V680-D1KP53M

(金属埋込み ： 鉄)
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形V680-D1KP54T

■ 取付け方法
RFタグの取付けは、 専用ア タ ッ チ メ ン ト 形V700-A80を使用し て、 ねじ止めするか、 接着剤による固定

方法をお勧めし ます。

 ア タ ッ チ メ ン ト (形V700-A80)取付け

1. コ イ ン型RFタグをア タ ッ チ メ ン ト にはめ込みます。

コ イ ン型RF タグには方向性はあ り ませんので、 どち ら向きにはめ込んでいただい

てもかまいません。

ア タ ッ チ メ ン ト に対し て、 RF タグを何度もはめ込んだ り、 外し た り を繰り返さ ないで く だ さい。 RF タグとの嵌合が緩

く なった り、 ア タ ッ チ メ ン ト の爪が折れた りする こ とがあ り ます。

万一、 一度はめ込んだRFタグを取外さ なければならない場合は、 ア タ ッ チ メ ン ト 下部にあるRFタグとの隙間にマイナ

ス ド ラ イバーを差し込んで外し て く だ さい。 素手では取外さ ないで く だ さい。 ケガをする恐れがあ り ます。

2. ア タ ッ チ メ ン ト をM3ねじにてねじ止めし て く だ さい。

適正な締め付け ト ルクで締め付けて く だ さい。

締め付け ト ルク 　 0.3～0.5 　 N･m

接着剤取付け

取付けにあたっ ては、 接着する材料に合わせた接着剤を選定し、 用法 ・ 容量を守っ て、 必ず固定でき

る こ と をご確認後、 お使い く だ さい。

RFタグの材質はPPS樹脂ですので、 金属や硬質プ ラスチ ッ クへの接着にはエポキシ樹脂系の接着剤を

推奨し ています。

推奨 ： ご使用される周囲温度別に、 下表の接着剤を推奨し ます。

取付け部の材質がポ リ エチレ ンやポ リ プロピレ ン、 フ ッ素樹脂やシ リ コ ン系の樹脂の場合、 上記接着剤では十分な強

度を得られない可能性があ り ます。 事前に十分な確認を行っ て く だ さ い。 接着性に関する詳細はメ ーカーにお問合せ

く だ さい。

使用周囲温度 製品名 メ ーカ

-40～+70℃

2液性エポキシ接着剤

TB2001(本剤)/TB2105C(硬化剤)
(株)ス リーボン ド

1液湿気効果型弾性接着剤

TB1530
(株)ス リーボン ド

-40～+110℃
2液性エポキシ接着剤

EP001
(株)セ メ ダイ ン

-40～+150℃

1液性エポキシ接着剤

TB2285
(株)ス リーボン ド

2液性エポキシ接着剤

TB2087
(株)ス リーボン ド

OMRON

OMRON
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■ 背面金属の影響(参考)
形V680-D1KP54TはRF タグの背面に金属がある場合は、 交信距離が低下し ます。 金属に取付けて使用

する場合は非金属(プ ラスチ ッ ク、 樹脂など)のスペーサを入れて く だ さい。 以下にRF タグ～金属面間

の距離と交信距離の関係を示し ます。

専用ア タ ッ チ メ ン ト (形V700-A80)の厚みは8mmです。
RFID システム
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■ RFタグの相互干渉(参考)
複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取付け間隔を

確保し て く だ さい。

■ 傾きの影響(参考)
アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り ま

す。

形V680-D1KP54Tの傾きによる交信距離の変化率

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS52 & 形V680-D1KP54T
0% 0% 0% 0% 0%

形V680-HS63 & 形V680-D1KP54T
0% -1% -1% -2% -4%

形V680-HS65 & 形V680-D1KP54T
0% -1% -3% -7% -15%

●形V680-HS52 & 形V680-D1KP54T ●形V680-HS63 & 形V680-D1KP54T

●形V680-HS65 & 形V680-D1KP54T

80mm以上 80mm以上
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第4章
取付け
形V680-D1KP66T

■ 取付け方法
RFタグは、 M3のねじにて取付けて く だ さい。

締付 ト ルクは0.3～0.5N ・ mです。

■ 背面金属の影響(参考)
形V680-D1KP66TはRF タグの背面に金属がある場合は、 交信距離が低下し ます。 金属に取付けて使用

する場合は別売りの専用ア タ ッ チ メ ン ト (形V600-A86)を使用するか、 非金属(プ ラスチ ッ ク、 樹脂など

)のスペーサを入れて く だ さい。 以下にRFタ グ～金属面間の距離と交信距離の関係を示し ます。

専用ア タ ッ チ メ ン ト の厚みは10mmで重ね合わせて使用できます。

注、 取付穴の位置が重なるよ う に

方向合わせを し て く だ さい。
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 4

 章
R

F
タ

グ
の

取
付

け
第4章

取付け
■ RFタグの相互干渉(参考)
複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取付け間隔を

確保し て く だ さい。

 アンテナ形V680-HS51/-HS52/-HS63/-HS65使用時

 アンテナ形V680-H01-V2使用時

100mm以上 100mm以上

200mm以上 200mm以上
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■ 傾きの影響(参考)
アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り ま

す。

形V680-D1KP66Tの傾きによる交信距離の変化率

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS52 & 形V680-D1KP66T
0% -1% -2% -4% -7%

形V680-HS63 & 形V680-D1KP66T
0% -2% -3% -5% -9%

形V680-HS65 & 形V680-D1KP66T
0% -1% -3% -6% -11%

形V680-H01-V2 & 形V680-D1KP66T
0% -1% -3% -8% -12%

●形V680-HS52 & 形V680-D1KP66T ●形V680-HS63 & 形V680-D1KP66T

●形V680-HS65 & 形V680-D1KP66T ●形V680-H01-V2 & 形V680-D1KP66T
RFID システム
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形V680-D1KP66MT

■ 取付け方法
形V680-D1KP66MTは金属へ取り付けて く だ さい。

RFタグは、 M3のねじにて取付けて く だ さい。

締付 ト ルクは0.3～0.5N ・ mです。

■ 周囲金属の影響(参考)
形V680-D1KP66MTは、 表面取付けの他に金属への埋め込み取付けもできますが、 周囲金属の高さが本

体の高さ を超えないよ う にし て く だ さい。
91
RFID システム

ユーザーズマニュ アル



92

第
 4

 章
R

F
タ

グ
の

取
付

け

第4章
取付け
■ RFタグの相互干渉(参考)
複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取付け間隔を

確保し て く だ さい。

■ 傾きの影響(参考)
アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り ま

す。

形V680-D1KP66MTの傾きによる交信距離の変化率

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS52 & 形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -2% -5% -9%

形V680-HS63 & 形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -4% -7% -13%

形V680-HS65 & 形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)
0% -1% -6% -15% -

- ： アンテナとRFタグが接触するため、 測定不可

●形V680-HS52 & 形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS63 & 形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)

●形V680-HS65 & 形V680-D1KP66MT

(背面金属 ： 鉄)

100mm以上 100mm以上
RFID システム
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形V680-D1KP66T-SP

■ 取付け方法
RFタグは、 M5ねじ、 およびワ ッ シ ャにて取付けて く だ さい。 締付 ト ルクは1.2N ・ mです。

RFタグの取付け方向、 アンテナとの移動方向に制約はあ り ません。

■ 背面金属の影響(参考)
形V680-D1KP66T-SPはRFタグの背面に金属がある場合は、交信距離が低下し ます。金属に取付けて使

用する場合は、 非金属(プ ラスチ ッ ク、 樹脂など)のスペーサを入れて く だ さい。 以下にRF タグ～金属

面間の距離と交信距離の関係を示し ます。
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取付け
■ RFタグの相互干渉(参考)
複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取付け間隔を

確保し て く だ さい。

100mm以上 100mm以上

100mm以上 100mm以上
RFID システム
ユーザーズマニュアル



第
 4

 章
R

F
タ

グ
の

取
付

け
第4章

取付け
■ 傾きの影響(参考)
アンテナとRFタグはできるだけ平行になるよ う に取付けて く だ さい。

アンテナとRFタグは傾けて取付けても交信できますが、 傾き と交信距離の関係は以下のよ う にな り ま

す。

形V680-D1KP66T-SPの傾きによる交信距離の変化率

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40

形V680-HS52 & 形V680-D1KP66T-SP
0% -1% -2% -4% -7%

形V680-HS63 & 形V680-D1KP66T-SP
0% -2% -3% -5% -9%

形V680-HS65 & 形V680-D1KP66T-SP
0% -1% -3% -6% -11%

●形V680-HS52 & 形V680-D1KP66T-SP ●形V680-HS63 & 形V680-D1KP66T-SP

●形V680-HS65 & 形V680-D1KP66T-SP
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取付け
形V680-D1KP58HTN

■ 取付け方法
ア タ ッ チ メ ン ト (形V680-A80)を使用する場合は以下の手順のよ う に取付けて く だ さい。

1. ア タ ッ チ メ ン ト をワークに取付けます。

2. ロ ッ クナ ッ ト を締めます。

締付け ト ルクは21～42N ・ mと し て く だ さい。

3. RFタグをア タ ッ チ メ ン ト にはめ込みます。

RFタグには方向性はあ り ませんので、どち ら向きにはめ込んでいただい

てもかまいません。

4. 割り ピンをφ3.2穴に差込み、 先端を開いて抜け止めし ます。

割り ピン 呼び3.2×長さ20mm

ア タ ッ チ メ ン ト (形V680-A80)にはナ ッ ト 2個と割り ピン1個が付属されていますが、交換用の割り ピンはお

客様でご用意 く だ さい。
RFID システム
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■ 背面金属の影響(参考)
RFタグの取付けにおいては、 取付け場所の影響を考慮 く だ さい。

RFタグは周囲部材の影響によ り交信距離が低下する場合があ り ます。 低下の割合は、 周囲部材の材質

や形状によ っ て変化し ます。 参考データ と し て、 RFタグ背面の金属物の影響を示し ます。

金属物の影響

下図に、 RFタグ背面に金属物を設置し た場合の交信距離の低下の割合を示し ます。

図の横軸は、RFタグ と金属板との距離を示し、縦軸は金属板がない状態での交信距離を100% と し た場

合の相対的な交信距離、 すなわち交信距離の低下率を示し ます。

背面金属
材質 ： 鉄 (t=1.5mm)

形状 ： 295mm×295mm
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■ RFタグの相互干渉(参考)
複数のRFタグを使用する場合は相互干渉による誤動作防止のため、 それぞれ以下に示す取付け間隔を

確保し て く だ さい。

 アンテナ形V680-H01-V2使用時

※1. アンテナとRFタグの設置距離が60mm以下でご使用の場合は、250mm以上の間隔を確保し て く だ さい。

 アンテナ形V680-HS65使用時

■ 傾きの影響(参考)
RFタグの取付けにおいては、アンテナの面とRFタグの面が平行になった時に最大の交信距離が得られ

ます。 RFタグが傾けて取付けられた場合交信距離が低下し ます。 RFタ グの取付けにおいては、 RFタグ

の傾きの影響を考慮し て取付けて く だ さい。

参考データ と し て、 RFタグの傾きによる交信距離の低下の割合を図に示し ます。

図の横軸は、 RFタグ面と アンテナ面が平行な場合を0°と し た場合の角度を示し、 縦軸は、 角度が0°

の時の交信距離を100%と し た場合の相対的な交信距離、 すなわち交信距離の低下率を示し ます。

形V680-D1KP58HTNの傾きによる交信距離の変化率

測定条件

RFタグの傾き(θ°)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

形V680-H01-V2 & 形V680-D1KP58HTN
0% -2% -5% -10% -15% -20% -30% -40% -60% -

形V680-HS65 & 形V680-D1KP58HTN
0% 0% 0% 0% -1% -3% -5% -10% -18% -36%

●形V680-H01-V2 & 形V680-D1KP58HTN ●形V680-HS65 & 形V680-D1KP58HTN
RFID システム
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アンテナの耐薬品性 100

RFタグの耐薬品性 101

保護構造について 105
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耐薬品性
アンテナの耐薬品性

対象機種

ケース材質にはABS樹脂を使用し てお り、 充填樹脂にはエポキシ樹脂を使用し ています。 下表を参考

にし てABS樹脂、 エポキシ樹脂に影響のある薬品を避けて く だ さい。

防爆用途では使用できません。

■ 変形、 ク ラ ッ クなどが発生する薬品

■ 変色、 膨潤などの可能性がある薬品

■ 影響のない薬品

注. 上記の試験は室温(23℃)での結果です。 高温時、 低温時については、 室温(23℃)で影響ない薬品に

おいても、 影響のでる場合があ り ますので、 事前に十分な確認を行っ て く だ さい。

形V680-HS51 形V680-HS52-W/R 形V680-HS61 形V680-HS63-W/R 形V680-HS65-W/R

形V680-H01-V2

ABS樹脂 エポキシ樹脂

ト リ ク レン、 アセ ト ン、 キシレン、 ト ルエン、 ガソ リ ン、 ク

レゾール、 塩化メ チレン、 フ ェ ノ ール、 ミ ク ロヘキサノ ン、

王水、 ク ロム酸、 硫酸(90%RT)、 メ チルエチルケ ト ン、 アニ リ

ン、 ニ ト ロベンゼン、 モ ノ ク ロルベンゼン、 ピ リ ジン、 硝酸

(60%RT)、 ギ酸(80%RT)

王水、 ク ロム酸、 硫酸(90%RT)、 硝酸(60%RT)、 液体アンモニ

ア、 アセ ト ン、 塩化メ チレン、 フ ェ ノ ール

ABS樹脂 エポキシ樹脂

塩酸、 アルコール、 フ レオン、 水酸化ナ ト リ ウム、 過酸化水

素、 ベンジン、 硫酸(10%RT)、 硝酸(10%RT)、 リ ン酸(85%RT)、

液体アンモニア

硫酸(10%RT)、 硝酸(10%RT)、 塩酸(30%RT)、 酢酸(50%RT)、 シ ョ

ウ酸、 水酸化カルシウム、 ベンゼン、 ク レゾール、 アルコー

ル、 ミ ク ロヘキサノ ン、 ト ルエン、 キシレン、 ベンジン、 グ

リース

ABS樹脂 エポキシ樹脂

アンモニア、 灯油、 鉱油、 現像液、 ユシローケンS50、 ケ ミ

クールZ、 ベロシテ ィ №3、 ユシローケンEEE-30Y、 石油、 グ

リース、 酢酸、 シ ョ ウ酸、 水酸化カルシウム、 リ ン酸

(30%RT)、 塩酸(10%RT)、 水酸化カ リ ウム

アンモニア、 塩酸(10%RT)、 水酸化カ リ ウム、 石油、 ガソ リ

ン、 ユシローケンS50、 ケ ミ クールZ、 ベロシテ ィ №3、 ユシ

ローケンEEE-30Y
RFID システム
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RFタグの耐薬品性

対象機種

ケース材質にはPPS樹脂を使用し てお り、 充填樹脂にはエポキシ樹脂を使用し ています。 下表を参考

にし てPPS樹脂、 エポキシ樹脂に影響のある薬品を避けて く だ さい。

防爆用途では使用できません。

■ 変形、 ク ラ ッ クなどが発生する薬品

■ 変色、 膨潤などの可能性がある薬品

■ 影響のない薬品

注. 上記の試験は室温(23℃)での結果です。 高温時、 低温時については、 室温(23℃)で影響ない薬品において

も、 影響のでる場合があ り ますので、 事前に十分な確認を行って く だ さい。

形V680-D1KP52MT 形V680-D1KP52M-BT01 形V680-D1KP52M-BT11 形V680-D1KP53M

PPS樹脂 エポキシ樹脂

王水 王水、 ク ロム酸、 硫酸(90%RT)、 硝酸(60%RT)、 液体アンモニ

ア、 アセ ト ン、 塩化メ チレン、 フ ェ ノ ール

PPS樹脂 エポキシ樹脂

硝酸(60%RT) 硫酸(10%RT)、 硝酸(10%RT)、 濃塩酸、 酢酸(50%RT)シ ョ ウ酸、

水酸化カルシウム、 ベンゼン、 ク レゾール、 アルコール、 ミ

ク ロヘキサノ ン、 ト ルエン、 キシレン、 ベンジン、 グ リース

PPS樹脂 エポキシ樹脂

塩酸(37%RT)、 硫酸(98%RT)、 硝酸(40%RT)、 弗化水素水

(40%RT)、 ク ロム酸(40%RT)、 過酸化水素水(28%RT)、 NaOH水

溶液(60%RT)、 アンモニア水(28%RT)、 塩化ナ ト リ ウム

(10%RT)、 炭酸ナ ト リ ウム(20%RT)、 次亜塩素酸ナ ト リ ウム溶

液、 フ ェ ノ ール水溶液(5%RT)、 氷酢酸、 酢酸、 オレ イ ン酸、

メ チルアルコール(95%RT)、 エチルアルコール(95%RT)、 酢酸

エチル、 セバシン酸、 2-エチルヘキシル、 アセ ト ン、 ジエチ

ルエーテル、 n-ヘプ タ ン、 2,2,4 ト リ メ チルペン タ ン、 ベンゼ

ン、 ト ルエン、 アニ リ ン、 鉱物油、 ガソ リ ン、 絶縁油、 ジ ク

ロルエチレン、 四塩化炭素

アンモニア、 塩酸(10%RT)、 水酸化カ リ ウム、 石油、 ガソ リ

ン、 ユシローケンS50、 ケ ミ クールZ、 ベロシテ ィ №3、 ユシ

ローケンEEE-30Y、 メ チルエチルケ ト ン、 水酸化ナ ト リ ウム

(10%RT)
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ケース材質にはPPS樹脂を使用し ています。 下表を参考に し てPPS樹脂に影響のある薬品を避けて く

だ さい。

防爆用途では使用できません。

本一覧表は、 PPS樹脂を室温および90℃の各薬品に放置し た時の変化の度合いを示し ています。 なお、 本一覧表に示す

薬品の種類/濃度や温度条件が異なる場合には、 実際に使用される際に必ず、 事前にテス ト を し て く だ さい。

形V680-D1KP54T 形V680-D1KP66T/-D1KP66MT 形V680-D1KP58HTN

薬品名 室温 90℃ 薬品名 室温 90℃

塩酸 37% A A 次亜塩素酸ナ ト リ ウム溶液 A A

10% A A フ ェ ノ ール水溶液 5% A A

硫酸 98% A B 氷酢酸 A A

50% A A 酢酸 A A

30% A A オレ イ ン酸 A A

3% A A メ チルアルコール 95% A A

硝酸 60% B C エチルアルコール 95% A A

40% A B 酢酸エチル A A

10% A A セバシン酸 　 2-エチルヘキシル A A

弗化水素水 40% B B アセ ト ン A A

ク ロム酸 40% A A ジエチルエーテル A A

過酸化水素水 28% A B n-ヘプ タ ン A A

3% A A 2、 2、 4 ト リ メ チルペン タ ン A A

NaOH水溶液 60% A A ベンゼン A A

10% A A ト リ エン A A

1% A A アニ リ ン A A

アンモニア水 28% A B 鉱物油 A A

10% A B ガソ リ ン A A

塩化ナ ト リ ウム 10% A A 絶縁油 A A

炭酸ナ ト リ ウム 20% A A ジ ク ロルエチレン A A

2% A A 四塩化炭素 A A

A ： 影響な し 　 B ： 変色、 膨潤などの可能性あ り 　 C ： 変形、 ク ラ ッ クなどの発生あ り
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RFタグ形V680-D1KP66T-SPの外装にPFAを採用し ています。

ご使用にあたっ ては以下の資料を参考にし て特性などをご確認 く だ さい。

防爆用途では使用できません。

■ ふっ素樹脂 「PFA」 の耐薬品性について(参考)

ふっ素樹脂PFAはほとんどの化学薬品に不活性です。

ただ し、 溶融状態のアルカ リ金属、 高温高圧下のF2 (ふっ素)、 および一部のハロゲン誘導体にのみ反

応し ます。

通常よ く 用いられている有機、無機の化学薬品に浸漬、 さ ら し た場合のテス ト 結果を以下に示し ます。

このテス ト は圧縮成形によるテス ト ピース(1.3mm厚み)を所定温度で薬品に1週間(168時間)浸漬し、 薬

品から取り出し てすぐ、 重量変化、 引張強さ、 伸びの残存値を測定し たもので、 引張強さの15%以内の

変化、 伸びの10%以内の変化、 重量増加の0.5%未満の変化であれば、 実用上問題ないと考えます。

ト リ ク ロロ酢酸、 ト リ-n-ブチルフ ォスフ ェー ト 、 パーク ロロエチレン、 四塩化炭素など、 樹脂表面を

よ く 濡らす液体に高温環境下で接触させた場合に、 吸収による重量増加が生じやす く 、 引張特性も低

下する傾向にあ り ます。 しかし、 薬品が溶剤を吸収し た場合でも、 分子構造の変化は生じ ません。 た

だ し、 薬品を吸収し た状態で温度変化や圧力変化、 または機械的にダ メ ージをあたえた場合は、 吸収

された薬品がPFA内で膨張、 収縮を繰り返し、 ク ラ ッ クや水膨れなどの構造上の ト ラ ブルを発生させ

る こ とがあ り得ます。 しかし、 これはいかなるプ ラスチ ッ クでも起こ る現象です。

無機化合物

形V680-D1KP66T-SP

薬品名
試験温度

(℃)

残存特性(%) 重量増加

(%)引張強さ 伸び

濃塩酸 120 98 100 0.0

濃硫酸 120 95 98 0.0

ふっ酸(60%) 23 99 99 0.0

発煙硫酸 23 95 96 0.0

王水 120 99 100 0.0

ク ロム酸(50%) 120 93 97 0.0

濃硝酸 120 95 98 0.0

発煙硝酸 23 99 99 0.0

66 98 100 100 0.0

カ性ソーダ(50%) 120 93 99 0.4

過酸化水素(30%) 23 93 95 0.0

臭素 23 99 100 0.0

塩素 120 92 100 0.5

塩化鉄(25%) 100 93 98 0.0

塩化亜鉛(25%) 100 96 100 0.0

塩化スルフ リル 69 83 100 2.7

ク ロロスルフ ォ ン酸 151 91 100 0.0

濃りん酸 100 93 100 0.0

PFA ： Tetrafluorethylene-Perfluoroalkylvinyletheir copolymer

四ふっ化エチレン－パーフ ロロアルキルビニルエーテル共重合体
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有機化合物

薬品名
試験温度

(℃)

残存特性(%) 重量増加

(%)引張強さ 伸び

水酢酸 118 95 100 0.4

無水酢酸 139 91 99 0.3

ト リ ク ロロ酢酸 196 90 100 2.2

イ ソオク タ ン 99 94 100 0.7

ナフサ 100 91 100 0.5

鉱油 180 87 95 0.0

ト ルエン 110 88 100 0.7

o-ク レゾール 191 92 96 0.2

ニ ト ロベンゼン 210 90 100 0.7

ベンジンアルコール 205 93 99 0.3

アニ リ ン 185 94 100 0.3

n-ブチルア ミ ン 78 86 97 0.4

エチレンジア ミ ン 117 96 100 0.1

テ ト ラ ヒ ド フ ラ ン 66 88 100 0.7

ベンズアルデヒ ド 179 90 99 0.5

シク ロヘキサノ ン 156 92 100 0.4

メ チルエチルケ ト ン 80 90 100 0.6

アセ ト フ ェ ノ ン 202 90 100 0.6

ジ メ チルフ タ レー ト 200 98 100 0.3

n-ブチルアセテー ト 125 93 100 0.5

ト リ-n-ブチルフ ォ スフ ェー ト 200 91 100 2.0

メ チレン ク ロ ラ イ ド 40 94 100 0.8

パーク ロロエチレン 121 86 100 2.0

四塩化炭素 77 87 100 2.3

ジ メ チルフ ォルムア ミ ド 154 96 100 0.2

ジ メ チルスルフ ォキサイ ド 189 95 100 0.1

ジオキサン 101 92 100 0.6

参考文献 ： 里川孝臣氏編 「ふっ素樹脂ハン ド ブ ッ ク」 (日刊工業新聞社)
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保護構造について

IP-□□は、下記テス ト 法による ものであ り、実使用環境・使用条件によるシール性は事前にご確認 く だ さい。

IPとは、 保護特性記号(International Protection)です。

■ IEC(International Electrotechnical Commission ： 国際電気標準会議)

規格(IEC60529 ： 2001)

(A) 「第1記号」 個体異物に対する保護等級

(B) 「第2記号」 水の侵入に対する保護等級

等級 保護の程度

0
保護な し

1

直径50mm以上の固形物体(手など)が内部に侵入し ない。

2
直径12.5mm以上の固形物体が内部に侵入し ない。

直径12mmの指などの物体が80mm侵入し ても、 危険部位には達し ない。

3

直径2.5mm以上のワイヤーや固形物体が内部に侵入し ない。

4

直径1mm以上のワイヤーや固形物体が内部に侵入し ない。

5

機器の正常な動作に支障を きた し た り、 安全を損な うほどの量の粉塵が内部に侵入し ない。

6

粉塵が内部に侵入し ない。

等級 保護の程度 試験法概要(真水を使用し て試験する)

0 特に保護な し 水の浸入に対し て特には保護

されていない。

試験な し

1 水の滴下に対する保護 鉛直から落ちて く る滴下する

水によ って有害な影響を受け

ない。

滴水試験装置にて鉛直滴

下を10分間散水する。

2 水の滴下に対する保護 鉛直から15°以内からの滴下

する水によ って有害な影響を

受けない。

滴水試験装置にて15°傾

けて設置し、 10分間(各方

向25分間)散水する。

3 散水に対する保護 鉛直から60°以内からの散水

によ って有害な影響を受けな

い。

右図のテス ト 装置にて、

鉛直方向から両側に60°

までの角度で10分間散水

する。

各散水孔当
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■ 耐油性に関する社内規格

4 水の飛沫に対する保護 いかなる方向からの水の飛沫

によ っても有害な影響を受け

ない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から、 10分

間散水する。

5 噴流水に対する保護 いかなる方向からの水の直接

噴流によ っても有害な影響を

受けない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から外被表

面積1m2当り1分間、 のべ

少な く と も3分間以上散水

する。

6 暴噴流に対する保護 いかなる方向からの水の強い

直接噴流によ っても水が浸入

し ない。

右図のテス ト 装置にて、

あらゆる方向から外被表

面積1m2当り1分間、 のべ

少な く と も3分間以上散水

する。

7 水中への浸漬に対する保護 規定の圧力、 時間で水中に没

し ても水が浸入し ない。

水深1m(機器の高さが

850mmよ り低い場合)に30

分間没する。

8 ※ 水没に対する保護 常時水中に没し て使用でき

る。

メ ーカーと機器の使用者

間の取り決めによる。

※ 当社試験方法

使用条件 ： 水中下10m以内の自然状態

(1) 2気圧の水中に1時間浸し、 水の浸入がないこ と

(2) 5℃の冷水に30分⇔85℃の温水に30分のヒー ト シ ョ ッ クサイ クルを100回繰り返し、 交信性能に異常がないこ と

保護の程度

防油 いかなる方向からの油滴、 油沫によ って有害な影響を受けない。

耐油 いかなる方向からの油滴、 油沫も内部に侵入し ない。

注.当社内で規定し ている油、 切削油にて耐油性を確認し ています。 (旧 JEM規格相当）

等級 保護の程度 試験法概要(真水を使用し て試験する)

各散水孔当り

放出部ノ ズル径:φ6.3

放出部 ノ ズル径:φ12.5
RFID システム
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マニュアル改訂履歴

マニュアル改訂記号と増刷記号は、表紙と裏表紙の下に記載されている カ タ ログ番号の末尾に付記されます。

改訂記号 増刷記号 改訂年月 改訂内容

A ① 2007年4月 初版

A WEB版1 2007年4月 保護構造に関する記載の変更

B ① 2007年7月 形V680-HS65、 海外法規、 規格取得に関する項目を追加

B ② 2007年9月 形V680-HS65の背面金属に関する記載を追記、 RFタグ仕様修正、 その他軽微修正

C ① 2007年12月
形V680-HS51、 形V680-D1KP66T-SP、 海外規格、 規格取得に関する項目を追加、

その他軽微修正

C ② 2008年1月 交信に関する補足説明の記載、 中国電波法取得に伴う許可IDの掲載

C ③ 2008年6月 海外規格、 規格取得に関する項目を追加

D ① 2008年11月
形V680-H01-V2、 形V680-D1KP58HTに関する項目を追加、

その他軽微修正

E ① 2009年2月 形V680-D1KP53Mに関する項目を追加、 その他軽微修正

F ① 2010年4月 形V680-D1KP54Tに関する項目を追加、 その他軽微修正

G ① 2011年9月 形V680-D1KP52M-BT01/-D1KP52M-BT11に関する項目を追加、 その他軽微修正

H WEB版1 2012年5月 軽微修正

J ① 2013年1月
形V680-D1KP58HTNに関する項目を追加、

その他軽微修正

J WEB版1 2013年2月 軽微修正

K ① 2013年10月 軽微修正

K WEB版1 2014年8月 軽微修正

L ① 2014年8月 軽微修正

M ① 2015年9月 軽微修正

N ① 2018年10月 「ご承諾事項」 を改定

P --- 2025年11月 形V680-HS61に関する項目を追加
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